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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名   関西学院          ２ 大学名  関西学院大学         

 

３ 研究組織名    量子制御環境エネルギー研究センター             

 

４ プロジェクト所在地   兵庫県三田市学園 2－1       

 

５ 研究プロジェクト名   SPring-8 を利用した量子制御に基づくグリーンイノベーション    

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究        

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

水木 純一郎 理工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  11  名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

水木 純一郎 
理工学研究

科・教授 

触媒、超伝導体の非弾性共鳴Ｘ線

散乱、グラフェン界面構造解析 

触媒、超伝導体の電子励起

状態解明、グラフェンの構造

と電子物性相関解明 

高橋 功 
理工学研究

科・教授 

生分解性高分子薄膜の結晶化と

ガラス転移、表面回折現象の精密

測定 

ハード・ソフトマター複合系界

面の構造・特性評価 

加藤 知 
理工学研究

科・教授 

ヒト皮膚角層細胞間脂質の微細構

造解析 

生体内脂質膜の微細構造解

析手法の確立 

尾崎 幸洋 
理工学研究

科・教授 

生分解性高分子の分子間・分子内

秩序・崩壊過程の解析 

生分解性ポリマーのバルク

物理特性制御パラメータ検出

金子 忠昭 
理工学研究

科・教授 

超高品質エピグラフェンの成長プ

ロセスの研究 

超高品質エピグラフェンの創

製 

大谷 昇 
理工学研究

科・教授 

エピグラフェンの光学的・電気的特

性評価 

エピグラフェンの構造と電子

物性との相関解明 

吉川 浩史 
理工学研究

科・教授 

エキゾチック超伝導体への電気化

学的手法によるドーピング 

エキゾチック超伝導体の超伝

導発現機構解明に関する研

究に従事。 

共同研究機関等    

西畑 保雄 

（国研）日本原子

力研究開発機構

原子力科学研究

部門物質科学研

究センター・グル

ープリーダ 

時分割 XAFS 法の高度化とそれに

よる触媒構造解析 

環境浄化触媒の構造と機能

相関の解明 
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大和田 謙二 

（国研）量子科学

技術研究開発機

構関西研究所放

射光科学研究セ

ンター・上席研究

員 

コヒーレントＸ線散乱法によるリラク

サー誘電体の階層構造揺らぎの

研究 

リラクサー誘電体の構造揺ら

ぎと物性との相関解明 

寺田 靖子 
（財）高輝度光科

学研究センター・

研究主幹 

マイクロビーム蛍光Ｘ線分析法、

XAFS 法の開発 
触媒微粒子の局所構造解明

横谷 尚睦 
岡山大学大学院

自 然 科 学 研 究

科・教授 

角度分解光電子分光による電子

状態解析 

超伝導体、グラフェンの構造

と電子状態との相関解明 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
放射光Ｘ線が物質・生命科学研究等、広範な学術分野で常に研究の次世代を切り開いてきたツールで

あることは世界に認識されてきている。本研究の目的は、世界最高性能を有する SPring-8 を利用して放

射光の特長を生かした先端計測技術の複合的総合利用により、物質科学研究の面から、その基盤を構成

する物質の格子構造と電子状態、それらと物性・機能との相関を明らかにし、環境調和型、省エネルギ

ー、および低消費電力に直結する新機能物質・材料を発見、創製することでグリーン・イノベーションを強

力に推進し、安全・安心で持続可能な社会の実現に貢献することを目的とする。 
本研究の特色と意義は、以下に纏められる： 

(1) 放射光の特長を生かした散乱・回折・分光法の多彩な先端計測技術の複合的総合利用によって環

境・エネルギー関連物質の機能発現の鍵となる表面・界面、局所領域の原子構造（原子の並び）及び電

子構造（電子状態）の静的、動的な振舞いを直接観測する基礎から応用に展開する研究である。 
(2) 物理学、ナノ構造科学、物理化学、高分子科学などの研究領域を束ねる学際的研究である。 
(3) 多彩な放射光先端計測技術とハード・ソフトマターの物質研究との融合により、放射光環境エネルギ

ー研究分野ともいうべき新領域が開拓される。 
(4) グリーンイノベーションに資する研究成果を創出することにより、安全・安心で持続可能な社会の実現

に貢献する研究である。 
(5) グリーンイノベーションを目的とした世界的にリードする研究基盤形成を大学の場で実現することにより、

日本の次世代のエネルギー・環境科学を担う研究者、技術者を育成、輩出することができる。 
 

研究計画の概要は、放射光Ｘ線を利用した散乱・回折・分光法の先端計測技術の複合的総合利用による

環境・エネルギー関連物質の静的・動的な格子構造・電子状態の解析を行い、その結果を学内で展開する

新物質創製プロセスにフィードバックしグリーンイノベーションを実現することである。本研究プロジェクトの

特徴は、以下の３つである。 
（１）先進的研究の地域拠点による研究基盤形成 
 上述のとおり、すでに SPring-8 の多彩な利用研究を展開してきている。しかも、研究代表者は平成 22
年度まで SPring-8 における JAEA の研究の責任者であり、現在も非常勤でその任務を遂行している。 
このような研究協力・連携体制の下で、①放射光の特長を生かした先端計測技術の開発、②その利用に
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よる量子制御に基づく環境・エネルギー関連物質の静的・動的な原子構造、電子状態の解析、③その成

果の新物質創製プロセスへのフィードバックを行い、その結果としてグリーン・イノベーションに資すること

が可能となる。対象とする物質・材料は、ハードマターとして超伝導物質、触媒、誘電体、半導体（主に

SiC、グラフェン）、ソフトマターとして生分解高分子、ヒト皮膚角層を中心とするハード、ソフトマターの２つ

の物質群から研究を展開する。 
（２）ハード材料とソフト材料研究の連携による環境・エネルギー問題への取り組み 

 同様に、フロンティア・ソフトマター開発専用ビームラインを平成 22 年から運用しており、人と環境の接点

としてのソフトマター（生体材料を含む高分子材料）表面で発現する機能と原子・電子レベルの構造、およ

びサブミクロン・オーダーの構造との関係に注目した研究を推進しており、その研究成果は本研究プロジェ

クトにも活用することが可能である。 

（３）日本の次世代を担う放射光科学研究者の育成 

 世界的に見ても、一つの大学が放射光を総合的に利用して環境・エネルギー関連の研究を推進している

例は他に見ない。本学および今回の研究プロジェクトの研究体制は、所属する大学院学生や博士研究員

の継続的な研究への参画を可能とし、彼らにとっても得がたい貴重な経験と研究実績を積むことになっている。

本研究プロジェクトを推進することによる研究基盤形成が放射光科学若手研究者創出の基盤ともなる。 

 

（２）研究組織 
本研究は、7 名の学内研究者（水木、金子、大谷、高橋、尾崎、加藤、吉川）、4 名の学外研究者（大和

田、西畑、横谷、寺田）で組織する。学内のメンバーは物理学専攻、化学専攻の教員が中心で、研究代表

者の水木は放射光科学の専門家で、2012 年 10 月～2014 年 9 月の 2 年間、日本放射光学会会長を務

め、現在（独）日本原子力研究開発機構(JAEA)の SPring-8 に在る放射光研究部門の客員研究員をして

いる。金子、大谷は SiC やグラフェンの結晶成長やその評価の専門家、高橋、尾崎、加藤は高分子化学

の専門家で、本学が SPring-8 に有する専用ビームラインで研究を展開している。2015 年度から参加した

吉川は、電気化学を専門とし、その知見を基に新奇超伝導開発を専門としている。学外の 3 名は、

SPring-8 に研究拠点を置き、本学と連携大学院協定を結んでいる（財）高輝度光科学研究センター（寺

田）、JAEA（西畑）、量子科学技術研究開発機構(QST)（大和田）の研究者であり、横谷は岡山大学の教

授で、SPring-8 で研究展開している光電子分光の専門家である。これに博士研究員とリサーチアシスタン

トが加わり、学際研究を推進するために十分な研究組織となっている。研究遂行には各研究室の大学院

生、卒研生も参加し、若手育成を促進する。具体的な研究内容と主な研究分担は以下の通りである。 

 
I．放射光先端計測技術の複合的総合利用による環境・エネルギーに関する研究 

原子、電子のダイナミックス、励起状態、不均一観測のための測定法、解析法の高度化とその環境・エ

ネルギー物質研究への応用（水木、高橋、吉川、西畑、大和田、横谷、寺田） 

II．ハードマターからのグリーンイノベーション 

(1) グラフェン・オン・シリコンカーバイド(C on SiC)成長と放射光Ｘ線によるその場観察（金子、大谷、水木、

大和田、横谷） 

(2) グリーン半導体 4H-SiC 単結晶中の構造欠陥に関する研究（金子、大谷、水木） 

III．ソフトマターからのグリーンイノベーション 

(1) 生分解性高分子の構造と機能発現との相関の研究（尾崎、高橋、金子、水木） 

(2) ヒト皮膚角層の高効率反応場の構築（加藤、高橋、水木） 

(3) ハード材料とソフト材料研究の連携による環境・エネルギー問題への取り組み（高橋、金子、水木） 

これら全体の研究推進に関しては、水木が統括する。なお、研究支援は理工学部の事務組織、及び研究

推進社会連携機構が担当している。 
（３）研究施設・設備等 
研究施設名称(1)：神戸三田キャンパス IV 号館（尾崎研）、IV 号館別館（水木研、高橋研、加藤研、金子

研、大谷研）、2015 年度より VII 号館（水木研、金子研、大谷研、吉川研） 

構造：RC 構造、所在地：兵庫県三田市学園 2－1、使用面積：990 m2、研究施設の使用者数：60 名、 

研究装置名：ナノスケール構造評価装置（NANO-Viewer）、主な使用目的：Ｘ線小角散乱の測定、稼働時

間：2500 時間 

研究施設名称(2)：SPring-8 実験ホール（BL-11XU, BL-12XU, BL-14B1, BL-22XU, BL23SU） 

構造：RC 構造、所在地：兵庫県佐用郡光都 1－1－1、使用面積：800 m2、研究施設の使用者：30 名、 

研究装置名：共鳴非弾性Ｘ線散乱装置（稼働時間：1300 時間）、時分割 XAFS 装置（稼働時間：1000 時
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間）、コヒーレント散乱装置（稼働時間：800 時間）、主な使用目的：散乱・回折実験、分光実験による構造

解析、電子状態解析 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
以下に 5 年間の成果の概要を研究項目に分けて報告する。 

I. 放射光先端計測技術の複合的総合利用による環境・エネルギーに関する研究 
放射光Ｘ線の高輝度性、エネルギー可変性、コヒーレンスといった特性を最大限利用することで、環境・

エネルギーに関わる物質・材料の高機能物性発現機構を解明することができる。特に、散乱・回折・分光

法を高度化することにより物質の物性・機能に関わる不均一構造、動的構造も観察することができる。 

(1) 共鳴非弾性Ｘ線散乱（RIXS）法、光電子分光（XPS）法の利用によるエキゾチック超伝導体研究 

RIXS 法は、新奇物性・機能に直接関わる低エネルギー領域での電荷の空間・時間相関（電荷の動的相

関関数（２電子相関））の元素を選択し、エネルギー・運動量空間で観測・解析することができる SPring-8
などの第三世代高輝度放射光源でのみ実験が可能となる先端計測法である。科研費のサポートにより高

エネルギー分解能化、計測の高効率化を実現することができた。さらに高圧力下での RIXS 測定法を開発

し、高圧下での電子励起状態観測が可能となった。また、XPS 法は、電子励起状態をエネルギー・運動量

空間（(ω,q)空間）で観測・解析することができ、RIXS 法とは相補的計測手法である。実験室系での XPS
法とは異なり、SPring-8 からの硬Ｘ線、軟Ｘ線を利用することによりバルク電子状態（表面状態に依存しな

い真の電子状態）を解析することができる。これらを超伝導研究に応用し以下の成果を得た。 
(a) ペロブスカイト型銅酸化物の高温超伝導発現機構解明の研究(＊65 )（プレスリリース：別紙 1 参照） 

この機構解明には、モット絶縁体に導入されたキャリ

アがどのように反強磁性秩序状態から金属状態、超伝

導状態へと移っていくのか？さらにキャリアがホールの

場合、超伝導転移温度が 90K を超える物質が発見され

ているが、キャリアが電子の場合、報告されている転移

温度の最高は～25K なのはなぜか？の問いに答えるこ

とが必須であり、そのためにはキャリアの(ω,q)空間での

ダイナミックス観測が重要なカギであることは明白である。   図 1:銅酸化物超伝導体におけるスピン・ 
これらの問いに対して、今回の RIXS 実験でそれらが           電荷励起の概略図 
初めて観測された。対象とした試料は、電子ドープ系の Nd2-xCexCuO4 で、Cu の K-, および L-吸収端を

利用した RIXS 実験によって(ω,q)空間での電荷励起、スピン励起状態のキャリア濃度(x)依存性の観測

に成功した。x=0 の母物質では、鋭いスピン励起が観測されるが、電子がドープされ超伝導組成になると、

スピン励起が電子ドープによって高エネルギーにシフトすることを観測した。一方、ホールドープ型では、ホ

ールがドープされてもスピン励起は幅が広がるだけで同じエネルギーに留まっていることが既に報告され

ており、本研究で得られた電子ドープ型でのドープ量の増加に対する変化は、ホールドープ型とは全く異な

るものであることが明らかとなった。理論的に予想されていた電荷励起がスピン励起の高エネルギー側に

観測され、スピン励起と電荷励起は一部が同じエネルギーで重なり合ってきており、このようなスピン励起

の高エネルギーへのシフトや電荷励起との重畳といった特徴は、ホールドープ型に比べて電子ドープ型銅

酸化物中の電子がより動きやすい（遍歴的）状態であることを反映したものであることが示唆される。今回

の研究結果から、電子とホールではその動き方が大きく異なっていることが明らかとなった。今後、このよう

な電子とホールの動きを統一的に記述するような理論モデルを探索することで、銅酸化物における超伝導

発現機構解明に近づくと期待される。（図１） 
(b)鉄系超伝導体の高圧誘起超伝導相の機構解明（＊10）（プレスリリース：別紙 2 参照） 

2008 年に東工大グループによって最高 TC が 55K の鉄系超伝導体が発見され、新たな革新的な超伝導物

質として世界中で TC の高温化とその発現機構の解明を目指して、猛烈な勢いで研究が進行している。

様々な鉄系超伝導体が発見されているが、なかでも FeSe 系は、構成元素が 2 種類のみで、これに関係し

て構造も他の鉄系超伝導体に比べて単純であるため、超伝導機構解明には最適な物質と考えられてい

る。さらに、これにカリウム（K）原子をドープした KxFe2−ySe2 は、高圧力下で新たな、しかも常圧で観測さ

れている超伝導相(SC I)よりも TC が 20K も高い高圧誘起の超伝導相(SC II)が観測されており、SC II の結

晶構造とその電子状態の観測が鉄系超伝導の発現機構を解明するカギと考えられていた。SPring-8 にお

いて、Ｘ線回折による結晶構造解析、Ｘ線吸収・発光分光による電子状態解析を行い、SC II 相が出現する

約12万気圧で単位胞である直方体の長軸（C軸）が縮み、その影響でフェルミレベルでの電子密度が増大

することを発見した。この結果は、2013 年に発表された計算に基づく理論予測と定性的に一致し、このこと
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から電子密度の増大は、フェルミ面のトポロジー変化を示唆しており、超伝導転

移温度の上昇にフェルミ面のトポロジーが重要であることを明らかにした。（図２）                 

(b)価数揺動系の新奇超伝導発現機構解明の研究 (＊64 ) 
1979 年に重い電子系である CeCu2Si2 において、1996 年に CeCu2Ge2 におい

て、磁性原子である Ce3+が存在するにも拘わらず超伝導が発見された。さらに

高圧力下で超伝導が発現する Ce 化合物も発見され、量子臨界点近傍で超伝導

が発現する系と位置付けられ、今日に至るまで新奇超伝導体として研究が   
図２：加圧前後での結晶構造と 

活発に行われている。しかし、これらの発現機構に関しては、反強磁性揺らぎ、   
それらに対するフェルミ面 

価数揺らぎ、あるいは軌道揺らぎなど論争が続いている。この原因の一つに、高圧力下での価数変化の

直接観測が困難であったことが挙げられる。このような状況の中、今回の高圧力下での Ce の LIII-吸収端

RIXS 実験とＸ線吸収分光法により Ce 価数変化の直接観測に成功した。対象とした試料は、CeCu2Si2、

CeCu2Ge2、Ce(Cu1-xNix)2Si2 で、温度範囲は 18K～300K、圧力は 21GPa（21 万気圧）で RIXS 実験を

行った。これまでの間接的な観測から予想されていた価数の温度変化は観測されず、さらに価数揺らぎに

よる超伝導機構で理論的に予測されている高圧下での価数変化のジャンプも観測されなかった。このよう

な結果から、Ce 系化合物で実現する超伝導は、理論的に予測されていた価数揺らぎでないことが明らか

となった。 
(c)新規層状超伝導体 REO1-xFxBiS2（RE=La, Nd, Ce, Pr）の超伝導発現機構解明の研究(＊106 ) 

REO1-xFxBiS2（RE=La, Nd, Ce, Pr）は 2012 年に発見された BiS2層を含む新規層状超伝導（超伝導転移温

度(Tc)の最高値は RE=La の 10.6K）である。LaO1-xFxBiS2のバンド計算から、よくネストしたフェルミ面形状が

予測されており、電荷密度波(CDW)近傍での超伝導の可能性が示されている。またこの特徴的なフェルミ

面形状をもとにしてフォノン以外の超伝導機構の可能性も議論されており新奇超伝導機構が期待されてい

るが、これまでフェルミ面を実験的に観測した例はなかった。そこで、SPring-8 の軟Ｘ線を利用した角度分

解 XPS(ARPES)法により新規層状超伝導体の伝導層が BiS2 層であることを分光学的な実験で明らかに

し、バンド計算から予測されるネストしたフェルミ面形状を実験的に検証することに成功した。さらにより詳

細な電子構造（バンド構造とフェルミ面）の直接観測を行うため、真空紫外線を励起光としたARPES研究を

行った。その結果、LaO1-xFxBiS2（x=0.46）においては、価電子帯バンド構造の直接観測に成功し、バンド構

造がスピン軌道結合を考慮したバンド計算と良い一致を示すことを見いだした。また、バンド計算で予測さ

れているネスティングのよいフェルミ面形状の観測に成功した。x=0.23 の ARPES 研究を行い x=0.46 の

ARPES研究と比較することにより、フェルミ面の面積の増加とTcが良い対応を示すことを見いだした。これ

らの研究から、この層状 REO1-xFxBiS2（RE=La, Nd, Ce, Pr）の超伝導は、CDW 揺らぎによる新奇超伝導発

現機構であることを実験的に示唆したことになった。 

(2)コヒーレントＸ線散乱法、蛍光Ｘ線ホログラフィー法による不均一系の構造研究（＊62, ＊71） 

環境・エネルギー関連物質である新奇超伝導体、リラクサー誘電体などは、構造や電子状態が本質的

に不均一になっていることが明らかになってきている。そのため、これらの物性・機能を制御するために

は、系が持つ不均一性を理解しなければいけない。特にコヒーレントＸ線散乱法は、SPring-8 からのＸ線が

部分的ではあるがコヒーレント性を持っているために可能となる新しい構造解析手法である。これらの先端

計測法を開発し従来の計測手法と組み合わせ（マルチプローブ融合利用によるマルチスケール計測）鉛系

リラクサー強誘電体の研究に応用した。鉛系強誘電体は環境・エネルギー分野で極めて有用な材料であ

り社会生活に深く浸透している。しかし、これらは鉛を含むため、廃棄による環境への流出、生態系への悪

影響が懸念され、非鉛系材料の開発が急務となっている。このような背景の中、今回、コヒーレンスＸ線利

用 法 を 継 続 的 に 開 発 し つ つ 、 光 散 乱 法 な ど も 相 補 利 用 す る こ と で 、 鉛 系 強 誘 電 体

Pb((Mg1/3Nb2/3)1-xTix)O3 において誘電・圧電物性とドメインサイズの相関を直接的に調べることに成功

した。（＊62, Editor’s Suggestion に選ばれる）ドメインサイズの減少に伴い誘電率や圧電係数が増加して

いることから、ドメインサイズ制御による物性制御の有用性が示された。コヒーレントＸ線散乱はナノスケー

ル領域の（in-situ、operando）観測手段として貢献が可能であることを示すことができた。一方、蛍光Ｘ線ホ

ログラフィー法を利用し、世界で初めて、鉛系強誘電体 Pb(Mg1/3Nb2/3)O3 における Nb（ニオブ）や Pb（鉛）周

りの局所的な 3 次元構造（原子配列）を可視化することに成功した。（＊71）これまで不均一系の特定原子

周りの 3 次元局所構造の可視化は難しかったがそれを可能にしたことの波及効果は大きい。一方、蛍光Ｘ

線ホログラフィー法、EXAFS 法等局所構造計測プローブを相補利用し、酸化物高温強磁性半導体

Ti0.95Co0.05O2 に潜む亜酸化ナノ構造体を原子レベルで三次元的に可視化することに成功し、高温強磁性発

現の謎の解明に向けて大きく前進した。蛍光Ｘ線ホログラフィー法、散漫散乱法の相補利用により
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Ba3CuSb2O9 における化学的秩序や強的・反強的軌道相関を見出し、スピン－軌道量子液体発現機構の

解明に寄与した。 

次世代放射光源の高度利用を見据え光学素子の開発にも注力した。特に fs 長短パルスＸ線自由電子

レーザーにおいてパルスを 2 つに分離し遅延時間を付与する split & delay の光学系の新デザインを提案し

SPring-8 において実証実験を行った。エネルギーは固定、動力学的回折効果によるパルス幅の増加に伴

い遅延時間 100fs 以上の設定、という制約はあるものの、従来型に比べ時間原点の決定を含めて圧倒的

に簡便な調整で利用可能である。 

 (3)時分割吸収分光法(DXAFS)法による環境・エネルギー関連物質の構造と機能に関する研究(＊94) 

DXAFS 法の概念は、1980年初頭に日本人発案の実験手法で、サブ秒単位の時間スケールで特定元素

の局所構造・価数の情報が得られるユニークな手法であり、化学反応に関わる構造変化を追跡する方法

として現在開発が進んでいる。DXAFS 法の測定方法、解析手法の開発を行いつつ、触媒金属、水素吸蔵

金属として研究がされている Pd の CO ガス酸化過程、水素吸蔵過程の追跡実験を開始した。以下に水素

吸蔵に関する研究成果を報告する。 

Pd は微粒子化することでその水素吸蔵特性が大きく変化することが知られており、構造の観点からその

理由を解明するために、平均粒径 5 nmPd 微粒子における水素吸蔵の際の動的変化を DXAFS 法によって

観察した。本実験系において最高 200 Hz(5msec)のフレームレートにて実時間分割測定を行うことに成功

し、これまでは明らかにされなかった水素吸蔵の中途過程における Pd 微粒子の構造変化の観察に成功し

た。この結果、0.2 秒程度で水素が吸蔵され原子間距離の膨張し、水素が吸蔵されている中途過程におい

て、長い原子間距離と短い原子間距離の両方が存在しているということが明らかとなった。水素吸蔵中の

Pd 金属粒子内部においては、水素原子が局所的に構造を歪ませながら高速に拡散しているということが

推測され、Pd 金属微粒子の水素吸蔵過程におけるダイナミクスを初めて示すことができた。 

 

II．ハードマターからのグリーンイノベーション 

超低消費電力デバイスとして期待され、beyond Si, and more than Si の最有力候補物質である SiC やグ

ラフェン・オン・シリコンカーバイド(C on SiC)に注目した研究を展開し、高品質化、新機能発見を狙う。 

(1)C on SiC 成長(*132) と放射光Ｘ線によるその場観察 ( *7) 

層数が制御された高品質なグラフェンを形成する方法には金属基板表面への CVD 成長法等，多くのプ

ロセス法が提案されてきているが、グラフェンがもつ特異な電気的特性を基板上で発現させるためには絶

縁性基板への転写が最終的に必要となる。この複雑なプロセスを唯一必要としない高品質形成法として位

置付けられるのが、半絶縁性 SiC 基板を高温真空下で熱分解させ、グラフェンを直接自己形成させる方法

である。SiC 表面には極性が異なる二つの結晶面、(0001)Si 面と(000-1)C 面があり、グラフェン本来の電気

的特性が得られるのは C 面上のグラフェンであるが、均一な単層グラフェンの成長制御法が確立しておら

ず、成長機構の解明、そして制御手法の確立が急務となっている。このような状況の中、本プロジェクトで

は、1600-2000℃での熱分解プロセス環境中に Ar 雰囲気（10kPa）と少量の Si 分圧を導入することにより、

グラフェン成長初期段階での核発生サイトを制御可能にするプロセス条件を初めて明らかにした。さらにこ

の成長機構を原子レベルで明らかにし高品質グラフェン成長につなげるため、放射光Ｘ線を利用したグラ

フェン成長その場観察装置を設計、製作した（2014 年 9 月フランスで開催された国際会議で発表）。(*7, 国

際会議*23, *24, *37) 

(2) グリーン半導体 4H-SiC 単結晶中の構造欠陥に関する研究 (＊129, *15, *17)) 

SiC は、化学量論比のシリコン（Si）と炭素（C）からなる化合物半導体単結晶で、結晶学的には同一の組成

で一次元的な積層構造が異なる多形（ポリタイプ）現象を呈する物質として有名である。特に、パワーデバ

イス等の電子デバイス用材料として広く研究されているのは、4H型のSiC単結晶（4H-SiC単結晶）であり、

課題として、その高品質化が挙げられる。SiC 単結晶中には、依然として数千から 1 万個/cm2 程度の転位

欠陥が存在しており、これら転位のデバイスへの影響が懸念されている。本プリジェクトでは、SiC 単結晶

の成長結晶/種結晶界面における構造欠陥（転位、積層欠陥）の発生過程に関する実験的研究及び高濃

度窒素添加 4H-SiC 単結晶における積層欠陥発生機構の理論的解明に取り組んだ。湾曲の面内分布測

定、放射光 X 線トポグラフィーによる界面近傍の転位構造評価、顕微ラマン散乱分光による窒素ドナーの

濃度分布測定などの結果を基に、この現象が、SiC 単結晶成長初期部の窒素ドナー濃化に起因している

ことを明らかにした。(*8) 更に高濃度窒素添加 4H-SiC 単結晶における積層欠陥発生については、積層

欠陥の生成・消失といった挙動を広い温度範囲に亘って説明し得る理論モデルを世界に先駆けて提案す

ることができた。(*15, *17, 国際会議*25) 
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III．ソフトマターからのグリーンイノベーション 

ソフトマターの放射光実験をより効率的に行うために初年度に高分子構造解析用のナノスケール構造

評価装置を購入し、試料温度を-100℃～300℃まで heating/cooling rate を制御しつつ変化させること

のできる装置をメーカと共同で開発し完成させた。NANO-Viewer に搭載できる加熱冷却ユニットで-100℃

まで急冷可能な装置はメーカも経験がなく、ユーザーとメーカとの協働により、1 年間で目的の性能を達成

することができた。この装置と SPring-8 を利用した研究成果について以下に述べる。 
(1) 生分解性高分子の構造と機能発現との相関の研究 (*78, *20, *22, *25) 

環境に優しい高分子材料の開発を目的として、微生物由来の生分解性脂肪族ポリエステルであるポリヒ

デロキシブタン酸(PHB)、及び L-体(PLLA)、D-体(PDLA)のポリ乳酸の混合化（ポリマーアロイ化: 

PLLA/PDLA）により構造の安定化（高融点化）を狙った研究を行った。これらポリマーアロイの結晶化度や

結晶面の配向性と構造安定性、生分解速度、光学的性質、圧電特性との相関は知られていたが、結晶化

度や配向性を制御することはできなかった。本研究では、ポリマーアロイの結晶化プロセスにおける温度

制御の方法（融点からの温度下降方法）によりそれらを完全に制御するプロセス条件を決定することがで

きた。(*78) 特に、PHB/PLLA 薄膜では、高分子 PLLA が PHB 薄膜の結晶化を著しく阻害するという薄膜

特有の現象を発見した。これらは、NANO-Viewer、SPring-8 を利用したＸ線小角散乱(SAXS)、Ｘ線反射率

測定、微小角Ｘ線回折法により構造の詳細を解析することができたことが成果につながった。 また、PHB

と類似構造を持つポリグリコール酸(PGA)は、その融点および結晶化度は共に高く、成形加工性の良さや

優れた力学物性を示すことが知られているが、その理由は未解明であり、さらなる高性能を持つポリマー

創製のためにも分子鎖間の相互作用に関する詳細な情報が必要である。本研究では、Ｘ線小角散乱

(SAXS)と広角散乱(WAXD)の同時測定と赤外スペクトルと比較することによって PGA の結晶構造の詳細を

解析し、分子鎖間相互作用が存在することを明らかにした。また、生分解性プラスチックとして注目を集め

ており、農業用マルチフィルムや、コンポストバッグとして使用されているポリブチレンサクシネート(PBS)の

結晶構造形成過程や結晶相転移とその熱挙動について、小角 X 線散乱(SAXS)および広角 X 線回折

（WAXD)同時測定を行い、赤外・ラマン分光法によるスペクトル測定の結果と合わせることにより結晶の中

に非晶質構造のものが存在することを明らかにした。(*20, *22, *23) 

(2) ヒト皮膚角層の高効率反応場の構築 (*104, *105) 

様々な観点から環境問題を考える必要がある。例えばアレルギー反応は外界の環境に対して人体が応答

する反応と捉えることができ、その外界との人体との界面の役割を果たしているのが皮膚である。このよう

な理由で、高度に組織化されたソフトマターであるヒト皮膚角層を対象とした高効率反応場の構築を目的と

して研究を推進した。本プロジェクトにおいて、放射光 X 線を用いた構造と物質透過性の同時測定法、極

低照射電子線回折による単一角質細胞構造解析手法、角層細胞間脂質膜のモデル膜系の開発、

FTIR-ATR 法によるモデル脂質膜の物質透過性評価法、簡便な凍結超薄切片法による角層細胞断面観

察手法などの新たな手法の開発を行った。放射光 X 線を用いた角層構造と物質透過性の同時測定では、

同時測定用セル（斜入射セル）を開発して実験を行った。材料としては、美容整形手術で切り出したヒト皮

膚角層シートを準備し、構造と水分蒸散量の同時測定用セル（斜入射セル）を開発することによって、温度

変化に伴う構造と水分透過能の変化の相関について詳細なデータを得ることに成功した。これに加え、X

線回折実験を補完する手法として、非侵襲的に剥離した 1 個の角層細胞を用いて構造解析できる低照射

量電子線回折法による角層断面を実像観測する手法を開発した。(*104, *105) 

SPring-8 における角層の構造と水分透過能の同時測定により、角層の構造とバリア機能の相関関係を

はじめて直接的に示すことができ、論争が続いている角層の機能と構造の関係について重要な知見を与

える結果となった。物質と角層との相互作用については体系的な実験を行う必要があり、モデル脂質膜系

による実験を行った。セラミド、コレステロール、遊離脂肪酸を主成分とする角層細胞間脂質膜を模倣した

モデル脂質膜の作製条件を見出し、繰り返し実験による測定精度の向上に成功した。これらの研究により

今後、角質構造と物質透過性との関係性や、外部から添加する物質による細胞間脂質層の構造変化につ

いて体系的で詳細な解析が期待される。 

(3) ハード材料とソフト材料研究の連携による環境・エネルギー問題への取り組み 

有機太陽電池として最も高い効率を有する導電性高分子 P3HT のキャリア移動度は異方性が大きく、FET

や太陽電池などの応用に際しては薄膜内での分子配向の制御が個別に必要になる。本プロジェクト前半

は、Si 基板と絶縁性の高い高分子 PVPh を基板にした際の P3HT 薄膜の分子配向を調査した。後半から

は SiC 単結晶の Si 表面と C 表面のそれぞれにおいて P3HT 薄膜を形成して結晶性と配向性の観察を行

い、C 面上の P3HT 分子の振る舞いは P3HT に微量のグラフェン粉末を添加した際の物性の変化を理解す

る糸口にもなると期待される。 
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＜優れた成果が上がった点＞ 
本プロジェクトにおいては、放射光Ｘ線の先端計測技術を軸に、学際的分野である環境・エネルギーという

世界的課題の解決をテーマに据えた日本においてユニークな拠点が芽吹き始めた。さらに本プロジェクト

を種として本学理工学部に先進エネルギーナノ工学科と環境・応用化学科が平成 27 年度に開設された。

以下、これまでに得られた具体的研究成果で特に優れている点は以下の通りである。 

I. 放射光先端計測技術の複合的総合利用による環境・エネルギーに関する研究 

(1)共鳴非弾性Ｘ線散乱（RIXS）法、光電子分光（XPS）法の利用によるエキゾチック超伝導体研究(*10, 

*64, *65, *106) 

今回の RIXS 法を銅酸化物高温超伝導体に応用することによって、絶縁体（母物質）にキャリアとしてホ

ールを導入した場合と電子を導入した場合でキャリアの動的性質が同じか、異なっているのか、という大問

題に実験的に答えることができ、電子とホールの動きを統一的に記述するような理論モデルを探索するこ

とで、銅酸化物における超伝導発現機構解明に近づくと予想される。また、もう一つの高温超伝導体と位

置づけされている鉄系超伝導体において、高圧下での RIXS 法と X 線回折(XRD)法を応用することによ

り、高圧相の電子状態と結晶構造を解析することに成功し、これまで謎とされていた高圧誘起の超伝導発

現機構を解明した。これらの成果は、共にプレス発表を行った。 
(2)コヒーレントＸ線散乱法、蛍光Ｘ線ホログラフィー法による不均一系の構造研究（＊62, ＊71） 

蛍光Ｘ線ホログラフィー法によって、世界で初めて鉛系強誘電体における特定元素の周りの局所的な 3

次元構造（原子配列）を可視化することに成功した。これにより鉛系強誘電体の解明と、それに続く非鉛系

材料の開発に弾みがつくことが期待され、プレスリリースを行い、日刊工業新聞他 3 紙（別紙 3）に取り上げ

られた。 

 コヒーレンスＸ線利用法を強誘電体に適用することによって、常誘電領域と強誘電領域が 100 nm 程度の

サイズで共存するヘテロ相状態を初めて観測し、強誘電相転移現象や誘電物性に関わるナノスケール領

域の寄与を解明することに成功した。（＊62, アメリカ物理学出版の Physical Review B 誌の Editor’s 

Suggestion に選ばれる） 

 

II．ハードマターからのグリーンイノベーション 

（３）グリーン半導体 4H-SiC 単結晶中の構造欠陥に関する研究 (*13, *14, *44, *72, *128, *129, *130, 

*131, 国際会議*12, *13, *21, *22, *23, *24) 

 硬脆材料である単結晶 4H-SiC の表面近傍には、ウェハ作製工程中の機械加工に伴って加工歪み層が

導入される。歪み層の完全除去は困難であり、残存した加工歪み層が後のエピタキシャル成長(エピ成長)

工程において成長層中への欠陥の生成を誘発する要因となる。しかしながら、成長層の欠陥発生個所と

基板の加工歪み領域との対応関係や、エピ成長(高温プロセス)に伴う歪み分布の緩和等についてはほと

んど議論されてこなかった。本プロジェクトにおいて、SPring-8 で開発されたμ-XRD 法によって結晶表面

下に残存する加工歪層の可視化に成功した。本研究は、SPring-8 が公募する大学院生提案型課題（旧萌

芽研究課題）に本プロジェクトで雇用されている RA が公募した課題が連続３回採択された成果であり、本

プロジェクトが人材育成にも活用された成果である。 

 

III．ソフトマターからのグリーンイノベーション 

(1) 生分解性高分子の構造と機能発現との相関の研究 (*78, *20, *22, *25) 

SAXS/WAXD 同時測定を用いて種々の生分解性ポリエステルの分子間水素結合と結晶構造形成過程に

おけるその役割を明らかにした。これらの結果は振動分光法による結果と良い一致を示しており、官能基

レベルから、SAXS/WAXD で感知できるラメラ構造および結晶構造レベルまで幅広い視点から捉えること

に成功したことを意味している。生分解性ポリエステルの分子間相互作用を制御することで、生分解性や

結晶構造形成機構をコントロールすることができ、成形加工性の向上や廃棄後の迅速な処理に繋がると

考えられる。 

(2) ヒト皮膚角層の高効率反応場の構築(*104, *105) 

細胞間脂質層の温度相転移と水分透過能の変化が相関していることを発見し、角層の構造とバリア機

能の関係をはじめて直接的に示すことができた。これは、論争が続いている角層の機能と構造の関係につ

いて重要な知見を与えるだけでなく、開発した計測技術は多様な薬剤の透過による角層構造の変化を追

跡することにも応用でき、今後物質の角層透過メカニズムの解明に寄与することが大いに期待される。 
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＜研究者・技術者養成＞ 

（１）各年度における修士大学院生は、H.24 年度～H.26 年度まで毎年 40 名～45 名が本プロジェクトに関係

して研究を進めてきた。修士を終えた学生はすべて企業の研究・技術職を得て社会で活躍している。ま

た、本プロジェクト期間中、RA を 8 名雇用することができ、この内 5 名は無事博士号を取得、3 名は現在博

士課程後期の学生として在学中である。 

（２）本プロジェクトで雇用した PD の数は 5 名で、その内３名はすでに他大学に職を得て転出、1 名は本学

部の環境・応用化学科の研究室の助教として採用されている。また 1 名は、博士研究員として今も本学部

で研究を続けている。 

このように、本プロジェクトでは、多くの学生、PD を育て、社会に送り出すことができた。 

 

＜社会貢献＞ 

これまで学内シンポジウム・研究会を４回、プロジェクト報告会５回、プロジェクト講演会を１３回開催して

いる。さらに査読付き論文数１４６編、解説・総説１２編、国際学会８２件、国内学会２０５件、発表しており

研究成果の公表を心がけている。この中で、2016 年 8 月 29 日－30 日の 2 日間にわたって SPring-8 シン

ポジウムを開催できたことは特筆に値する。 

SPring-8 が将来にわたり、より一層優れた成果を創出し、社会へ貢献するために、「SPring-8 ユーザー

協同体」(SPring-8 Users Community: 以下 SPRUC)が 2012 年 4 月に創設された。これは、学術界、産業界

の利用者全員で組織されるものであり、SPring-8 と連携して、施設や計測技術の先端性や利用システム

の利便性の向上に寄与すると共に、科学技術の進歩、新学術、新産業の創成、更には、人材育成や社会

の発展に寄与することを目指しており、SPRUC の中心的な活動の一つが SPring-8 シンポジウムである。

SPring-8 シンポジウムは、様々な分野にわたるユーザーの科学技術的交流の場として、学協会、SPRUC

を構成する代表機関、SPring-8 施設者（理化学研究所、高輝度光科学研究センター））と共に開催される。

第 1 回（2012 年）は大阪大学、第 2 回（2013 年）は京都大学、第 3 回（2014 年）は東京大学、そして、昨年

の第 4 回は九州大学で開催され、第 5 回目となった本年のシンポジウムでは、関西学院大学にて開催し、

放射光が解く環境・エネルギー問題と題し、持続可能な社会の実現に向けた科学技術の挑戦について、

基礎科学の探求から産業応用までの幅広い放射光の利活用についての討論の場とした。参加者は、330

名を超え、大変活発な議論がなされた。 

 

＜課題となった点＞ 

グリーンイノベーションを標榜する大学拠点プロジェクトでは、生み出された成果を産業界へ橋渡しする仕

組み作りが必要となる。本プロジェクトによって個々の物質に関する成果は出てきているが、それらが社会

実装されるまでには多くの開発段階を経る必要があり、企業群から興味を引く仕掛けが必要となる。その

ためには、大学の成果を求心力としながらも、多くの中小企業群がもっている固有の技術の中から潜在的

優位性を大学自らが見出し、その価値を活用（顕在化）しながら、最終の市場展開に対して責務を負って

いる大企業群へと繋げる戦略構築することを検討しなければいけない。本プロジェクト期間中には、これを

成し遂げることはできず、道半ばである。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
学内評価体制として、関西学院大学研究推進社会連携機構内に私立大学戦略的基盤形成支援事業の

評価委員会が設置されている。それだけでなく、年度末には、本プロジェクトの研究成果報告会を開催し、

１年間の成果を報告するとともに、翌年度の研究計画を議論した。この際、ポスドクや RA に発表してもらう

だけでなく、できる限り大学院生の参加、発表を積極的に推奨した。プロジェクト前半では、拠点形成事業

として本学理工学部の放射光ユーザーのすそ野拡大が課題となっていたが、関学が１８社と共同で

SPring-8 に建設した BL-03XU のビームラインの利用だけでなく、JAEA や QST が専用に有するビームライ

ンの利用により多くの研究成果を発信することができたこともあり、当学部での物質・材料科学分野の研究

においてSPring-8での研究が活発化した。さらに、H.27年度に新設された先進エネルギーナノ工学科に所

属する複数の教員が SPring-8 のユーザーとして研究を推進しており、関西学院大学理工学部において、

SPring-8 利用したグリーンイノベーション拠点として情報発信できたものと考えている。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 平成 26 年度の事業 3 年目は、平成 27 年３月２５日に中間評価を開催した。外部評価委員は、京都大学

化学研究所教授・金谷利治氏（現・高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所教授）、兵庫県立
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大学理学研究科名誉教授・馬越健次氏にお願いした。金谷教授からは、研究対象としているそれぞれの

物質分野での目覚ましい研究成果が排出されていると評価された上で、今後は、個々の研究成果を有機

的に連携した、特にハード材料とソフト材料の研究成果が新たなシナジー効果を生み出せるようにプロジェ

クトの方向性を見極めるようコメントがあった。また、馬越氏からは、研究全体としてかなり良い研究成果が

出ており、Ｓ-ランクと評価され、ハード材料に関する研究は順調に進んでいるように思われるが、ソフト材

料について、更なる進展の必要性をコメントされた。これらのコメントを受け、プロジェクト後半では、SiC 基

板上に導電性高分子 P3HT を成長させた材料開発を行い、分子配向制御法の糸口をつかんだ。 

 平成２９年１月２７日に研究成果報告会と兼ねて、プロジェクト最終評価会を開催した。評価委員は、中間

評価委員の金谷教授と、新に尾嶋正治東京大学大学院工学系研究科名誉教授（前東京大学放射光連携

研究機構長）にお願いした。金谷教授からは、SPring-8 の多様な放射光先端計測技術の利用により、ソフ

トマター、ハードマターおよびその複合系の原子・分子構造、及び電子構造の静的、動的な振舞いを基礎

研究から行い、その成果を環境調和型、省エネルギー、低消費電力、低消費資源を視野に入れた新機能

物質創成に繋げて、それらの応用によるグリーンイノベーションを推し進めたプロジェクトであり、当初の目

標を十分に達成していると評価された。特に SiC に関する研究は、企業との連携も予想以上に進んでお

り、社会へのインパクトの大きさを感じたと評価された。また、尾嶋教授からは、(1)グリーンイノベーション

の達成度、(2)グループ間の連携、シナジー効果、(3)人材育成、の３点からの評価をいただいた。(1)につい

ては、すべてのテーマが目標を達成したとは言えないものの、SiCに関する研究は、多くの産業界との共同

研究と、その結果がグリーンイノベーションに近づいていると評価された。さらに、超伝導に関する基礎研

究において、エキゾチック超伝導発現機構解明に優れた研究成果が報告されており、サイエンスの分野で

高い成果が得られていると評価された。(3)について、５年間で優れた若い研究者が育っていると評価され

たが、(2)に関しては、放射光の持つネットワーク力を見せつけてはいるが、特出すべき成果は報告されて

おらず残念との評価を受けた。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
 本学理工学部は、SPring-8 に比較的近い位置にあり、また BL-03XU の共同オーナでもある。平成 27 年

度に材料科学を基盤とした先進エネルギーナノ工学科と環境・応用化学科の２学科が新設され、理工学部

に SPring-8 を利用した研究を展開する複数の新しい教員が集まった。今後とも SPring-8 を利用した環境、

エネルギーに関わる物質・材料科学の研究を推進し、グリーンイノベーションに繋げる研究成果を発信す

る拠点が形成されたと考えている。これらの研究成果を発信し続けることによって、関西学院大学理工学

部のブランドイメージが形成されるものと期待している。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
 本プロジェクトに関し以下の特許を申請した。 

1). 金子忠昭：SiC基板、炭素供給フィード基板及び炭素ナノ材料付きSiC基板、特願2013-97609、出願日

平成 25 年 5 月 7 日（出願人：学校法人関西学院） 

2). 金子忠昭、大谷昇、萩原健太：SiC 基板の表面処理方法、特願 2013-125020、出願日 平成 25 年 6 月

13 日（出願人：学校法人関西学院） 

3). 金子忠昭、久津間保徳、芦田晃嗣：半導体ウエハの製造方法、特願 2015-220064、出願日平成 27 年

11 月 10 日（出願人：学校法人関西学院） 

4). 金子忠昭、芦田晃嗣、久津間保徳：傾斜支持台付き標準試料、走査型電子顕微鏡の評価方法、及び 

ＳｉＣ基板の評価方法、特願 2016-089094、出願日平成 28 年 4 月 27 日（出願人：学校法人関西学院） 

5). 金子忠昭、久津間保徳、堂島大地：グラフェン前躯体付きＳｉＣ基板の製造方法、グラフェン付きＳｉＣ基

板の製造方法、及びグラフェン前躯体形成工程の処理条件の判定方法、特願 2016-089089、出願日平

成 28 年 4 月 27 日（出願人：学校法人関西学院） 

6). 金子忠昭、久津間保徳、芦田晃嗣、橋本遼：気相エピタキシャル成長方法及びエピタキシャル層付き

基板の製造方法、特願 2016-092073、出願日平成 28 年 4 月 28 日（出願人：学校法人関西学院） 
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Eigenvalue Problem.”  

N. Spegazzini, H. W. Siesler, Y. Ozaki 

The Journal of Physical Chemistry, 116, 7797-7808, (2012). 

(145) “A Raman Spectroscopy Study on Single-Wall Carbon Nanotube/ Polystyrene Nanoconposites: 

Mechanical Compression Transferred from the Polymer to Single-Wall Carbon Nanotubes.” 

X. Yan, T. Itoh, Y. Kitahama, T. Suzuki, H. Sato, T. Miyake, Y. Ozaki 

J. Phys. Chem., 116, 17897-17903, (2012). 

(146) “Sequential Identification of Model Parameters by Derivative Double Correlation Spectroscopy and 

Calibratio Two-Dimensional n-Free Approach for Chemical Reaction Systems.” 

N. Spegazzini, H W.Siesler, Y. Ozaki, 

Analytical Chemistry, 84, 8330-8339, (2012). 

＜図書＞ 
図書、解説、総説 

① 「フラストレーションと相転移ー悪魔の花ー」、世界結晶年(IYCr2014) 記念出版「日本の結晶学(II)」分

担執筆(accepted, 2 pages)、K. Ohwada, 2014 年出版. 
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② 「Ｘ線非弾性散乱」、世界結晶年(IYCr2014) 記念出版「日本の結晶学(II)」分担執筆(accepted, 2 

pages)、 J. Mizuki, 2014 年出版. 

③ 「脱貴金属に道を拓く銅酸化物系自動車排ガス浄化触媒の設計指針の発見」、西畑保雄, 田中裕久, 

御立千秋, 笠井秀明、工業材料：62, 41-44 (2014). 

④ 「脱貴金属を目指した自動車触媒の研究」、西畑保雄、 松村大樹、放射光（日本放射光学会誌）：25, 

57-63 (2013). 

⑤ 「解説：SiC 単結晶エピタキシャルウェーハの高品質化」、大谷 昇、応用物理：82, 846−851 (2013) 

⑥ 「TiCl3 添加によるマグネシウムボロハイドライド Mg(BH4)2 の水素放出反応の低温化効果」、李海文, 

松村大樹, 西畑保雄, 秋葉悦男, 折茂慎一, 日本金属学会誌：77, 627-630 (2013). 

⑦ 「リラクサー強誘電体におけるコヒーレント X 線散乱実験の現状」、大和田謙二、高圧力の科学と技

術：23, 245-251 (2013). 

⑧ 「リラクサーにおけるランダムネスとフラストレーション－Pb(In1/2Nb1/2)O3 の構造物性研究」、大和田

謙二、日本結晶学会誌：54, 147-154 (2012) 

⑨ 「SiC 単結晶成長法の最近動向と展望」、大谷 昇、工業材料特集: 「いよいよ本格化する SiC パワー

半導体技術の普及－省エネルギー技術の切札」 

vol. 60, No. 12, pp. 23−28 (2012) 

⑩ 「SiC 単結晶ウェーハとそのパワー半導体応用の現状」、大谷 昇、SEMI News：28, 16−17 (2012). 

⑪ 「拡がる二次元相関分光法の世界―新しい概念とその応用」、新澤英之、森田成昭、尾崎幸洋、分光

研究：61、77-88 (2012). 

⑫ 「液体・固体用遠紫外分光法の開発とその分析化学への応用」、森澤勇介、立花慎、泰永愛佳、光岡

基樹、佐藤春実、池羽田晶文、東昇、尾崎幸洋、分析化学： 61、591-603 (2012). 

 

 

 

＜学会発表＞ 
国際学会 

2016 年 

(1) International Workshop on Advanced Materials and Nanotechnology 2016 

J. Mizuki (invited) 

“Inelastic X-ray scattering applied to materials science.” 

Ha Noi, Vietnam, 2016 年 11 月 

(2) International Workshop on Advanced Materials and Nanotechnology 2016 

S. Kusano, D. Matsumura, K. Asazawa, H. Kishi, T. Sakamoto, S. Yamaguchi, H. Tanaka, J. Mizuki 

“Catalytic reaction at the electrode/electrolyte interfaces studied by newly developed “CV-XAFS” 

method.” 

Ha Noi, Vietnam, 2016 年 11 月 

(3) FACSS Scix 2016 

M. Nakamura, H. Sato, H. Hoshina, Y. Ozaki 

“ Temperature- and Ultraviolet Irradiation -Induced Structural Changes of polylactide and 

Poly(L-lactide)/Poly(D-lactide) Stereocomplex Studied by Raman and Terahertz Spectroscopies” 

Minneapolis, USA, 2016 年 9 月 

(4) ESOPS20 

C. Funaki, T. Toyouchi, Hi Hoshina, Y. Ozaki, H. Sato  

“Characterization of poly (ε-caprolactone)by using terahertz imaging” 

Dresden, Germany, 2016 年 9 月 

(5) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

M. Nakamura, H. Sato, H. Hoshina, Y. Ozaki 

“ Study on Temperature- and Ultraviolet Irradiation -Induced Structural Changes of 

Poly(L-lactide)/Poly(D-lactide) Stereocomplex by Raman and Terahertz Spectroscopies” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(6) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

Khasanah, I. Takahashi, Y. Ozaki 
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“ Effect of a small amount of various molar mass poly(L-lactide acid) on the crystallization of 

poly(3-hydroxybutyrate) ultrathin blend films” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(7) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

Y. Morio, Y. Kitahama, H. Sato, Y. Ozaki 

“Depth direction analysisof polymer materialsby low-frequency Raman” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(8) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

M. Terasaki, Khasanah, I. Takahashi, Y. Ozaki, H. Sato 

“Phase separation of poly(methyl methacrylate)/poly(4-vinyl phenol) ultra-thin film studied by infrared 

reflection adsorption spectroscopy” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(9) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

C. Funaki, T. Toyouchi, H. Hoshina, Y. Ozaki, S. Yamamoto, H. Sato 

“Evaluation of physical properties of poly(ε-caprolactone)studied by terahertz spectroscopy” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(10) Japan- Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

S. Tatsuoka, Y. Ozaki , H. Hoshina, H. Sato 

“Stretch-induced crystalline phase transition of poly(butylene succinate) studied by polarized terahertz 

spectroscopy” 

Awaji Island, Japan, 2016 年 12 月 

(11) FACSS/SCIX Conference annual meeting 

S. Vantasin, W. Ji, Y. Tanaka, Y. Kitahama, K. Wongravee, H. Gatemala, S. Ekgasit, Y. Ozaki 

“ 3-Dimensional SERS Imaging Using Highly Symmetric Silver Microparticles with Nanopores as a 

Substrate” 

Minneapolis, USA, 2016 年 9 月 

(12) The 16th European Microscopy Congress 

Koji Ashida, Yasunori Kutsuma, Tadaaki Kaneko, 

“Quantitative observation of low energy electron channeling contrast from sub-nanometer thick surface 

layers using hexagonal Silicon Carbide single crystal.” 

Lyon / France、2016 年 

(13) 11th European Conference on Silicon Carbide & Related Materials 

   Y. Tabuchi, K. Ashida, T. Kaneko, N. Ohtani, M. Katsuno, H. Tsuge, S. Sato, T. Fujimoto, 

    “SEM and ECC imaging study of step-bunched structure on 4H-SiC epitaxial layers” 

    Halkidiki / Greece、2016 年 

(14) Joint RCBJSF-IWRF conference (13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) 

and International Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF)),  

K. Ohwada, D. Shimizu, J. Mizuki, K. Fujiwara, T. Nagata, N. Ikeda, H. Ohwa, N. Yasuda, K. Namikawa, 

“Domain/heterophase fluctuations in the relaxor ferroelectrics studied by coherent x-ray diffraction.” 

Matsue, Shimane, Japan, 2016 年 6 月. 

(15) 10th High-Tech Research Center International Symposium “Supramolecular Science-Based Organic 

Materials and Devices”,  

Hirofumi Yoshikawa,  

“Solid-state Electrochemistry of Coordination Compounds”,  

Toho University, Chiba, Japan, 2016 年 12 月 (Invited) 

(16) Satellite meeting of ICMM2016 “Molecular Technology for the Design and the Control of Functionalities in 

Materials”,  

Hirofumi Yoshikawa, “Solid-state Electrochemistry of Molecular Clusters”,  

Tokyo International Forum, Tokyo, 2016 年 9 月 (Invited) 

(17) The 14th Conference of the Asian Crystallographic Association (AsCA2016) 

K. Narukawa, K. Sekiya, I. Takahashi, 

“Poly(Methyl Methacrylate) (PMMA) Films - A Study with Surface-Sensitive X-ray Diffraction and 

Scattering.” 

Hanoi, Vietnam, 2016 年 12 月 

(18) 30th Conference of the European Colloid and Interface Society, 
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Y. Nakagawa, H. Nakazawa, S. Kato 

“The effect of solvent on the hydrogel composed of a hydrogenated lecithin mixture and fatty alchohol.” 

Rome, 2016 年 9 月 

(19) 10th International Symposium Hydrogen & Energy 

D. Matsumura, Y. Okajima, Y. Nishihata, J. Mizuki 

“Hydrogenation reaction of precious metal nanoparticles studied by time-resolved x-ray absorption 

spectroscopy.” 

宮城、2016 年 2 月 

2015 年 

(20) The 9th International Conference on Inelastic X-ray Scattring 

    Y. Yamamoto, H. Yamaoka, Y. Ohta, J.-F. Lin, H. Ishii, N. Hiraoka, K.-D. Tsuei, H. Fujita, T. Kagayama, K. 

Shimizu, M. Tanaka, H. Okazaki, Y. Ozaki, Y. Takano, and J. Mizuki, 

“Electronic and crystal structures of KxFe2-ySe2 under high pressure studied by x-ray emission 

spectroscopy and x-ray diffraction.” 

Hsinchu, Taiwan, 2015 年 11 月 

(21) Microscopy Conference2015  

K. Ashida, Y. Kutsuma, N. Ohtani, T. Kaneko, 

“Analysis of crystallographic orientation dependence of low energy SEM contrast associated with the 

hexagonality of silicon carbide”, 

（Georg-August-University Göttingen / Germany、2015 年）9 月 

(22) 16th International Conference on Silicon Carbide and Related Materials “Development of new activation 

annealing method using Si vapor ambient anneal in TaC/Ta composite materials.” 

N. Yabuki, S. Torimi, S. Nogami, T. Kaneko, 

（Giardini Naxos / Italy、2015 年）10 月 

(23) 16th International Conference on Silicon Carbide and Related Materials “In‐situ observation of the SiC 

surface during thermal decomposition by synchrotron x‐ray surface diffraction”, M. Yoshida, Y. Kutsuma, D. 

Dohjima, K. Ohwada, T. Inami, N. Ohtani, T. Kaneko, J. Mizuki, 

（Giardini Naxos / Italy、2015 年）10 月 

(24) 28th International Microprocesses and Nanotechnology Conference  

“The Role of Dangling Bonds at {1-100} Step in Fabricating Ribbon-Shaped (6 √ 3 × 6 √ 3) R30 º

Graphene Precursor Layer on 4HSiC(0001).” 

D. Dojima, Y. Kutsuma, K. Ashida and T. Kaneko, 

（Toyama / Japan、2015 年）11 月 

(25) International Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2015  

C. Taniguchi, A. Ichimura, N. Ohtani, M. Katsuno, T. Fujimoto, S. Sato, H. Tsuge and T. Yano, 

"Temperature-dependent stability of stacking faults in heavily nitrogen-doped 4H-SiC crystals," 

 (Giardini Naxos, Italy, 2015) 9 月 

(26) 3rd International GISAS Conference (GISAS 2015), 

I. takahashi, X. Sun, K. R. Reddy, 

“Controlling the molecular orientation and crystallinity in the surface region of biodegradable polymers 

-studying on Poly(lactide) stereocomplex, Poly(3-hydroxybutyrate) and polymer blends between 

Poly(lactide) and Poly(3-hydroxybutyrate)-.” 

 Nice, France, 2015 年 9 月 

(27) Pacifichem2015 

T. Miyai, N. Kadoya, H. Hoshina, Y. Ozaki, H. Sato 

“Crystal structure and thermal behavior of low molecular weight poly (3-hydroxybutyrate) studied by 

terahertz and Raman spectroscopy” 

Hawaii Convention Center, 2015 年 12 月 

(28) Pacifichem2015 

F. Nishimura, Y. Ozaki, H. Hoshina, H. Sato 

“Isothermal crystallization of poly glycolic acid (PGA) by terahertz and Infrared spectroscopy” 

Hawaii Convention Center, 2015 年 12 月 

(29) Pacifichem2015 

T. Toyouchi, H. Sato, Y. Ozaki 

“Crystallization and Thermal Behavior of Polly (ε-caprolactone) and its Copolymers Studied by 
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Vibrational Spectroscopy” 

Hawaii Convention Center, 2015 年 12 月 

(30) Pacifichem2015 

H. Sato, Y. Narihisa, D. Furukawa, Y. Ozaki 

“Hydrogen bondings and stereocomplex formation of poly (L-lactic acid) and its poly (D-lactic acid) during 

isothermal crystallization studied by Raman spectroscopy and X-ray diffraction” 

Hawaii Convention Center, 2015 年 12 月 

(31) Pacifichem2015 

Khasanah, Raghunatha Reddy Kummetha, I. Takahashi, H. Sato, Y. Ozaki 

“Crystallization and chain orientation in the ultrathin films of poly (3-hydroxybutyrate) studied by IR-RAS 

and GIXD” 

Hawaii Convention Center, 2015 年 12 月 

(32) The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015),  

K. Ohwada (invite) 

“Heterogeneity and relaxors: A synchrotron x-ray scattering study”,  

Honolulu, Hawaii, USA, 2015 年 12 月 

(33) The 6th International Conference on Hydrogen Safety (ICHS 2015) 

D. Matsumura, M. Taniguchi, H. Tanaka and Y. Nishihata 

“In situ x-ray absorption spectroscopy study on water formation reaction of palladium metal nanoparticle 

catalysts” 

神奈川、2015 年 11 月 

(34) 16th International Conference on X-ray Absorption Fine Structure (XAFS16) 

D. Matsumura, Y. Okajima. Y. Nishihata 

“Precise observation of structural change of Pd nanoparticles during surface adsorption and catalytic 

reaction” 

Karlsruhe (Germany)、2015 年 8 月 

 

2014 年 

(35) The 7th International Symposium on Surface Scicece (ISSS-7) 

D. Matsumura, Y. Okajima, Y. Nishihata. J. Mizuki 

“Precise observation of dynamical structural change for Pd nanoparticles during CO/NO catalytic reaction 

studied by real-time-resolved X-ray absorption fine structure” 

島根、2014 年 11 月 

(36) 14th International Symposium on Metal-Hydrogen Systems (MH2014: Fundamentals and applications) 

D. Matsumura, Y. Okajima, Y. Nishihata. J. Mizuki 

“ Observation of dynamic structure during hydrogenation reaction for Pd nanoparticles by using 

real-time-resolved X-ray absorption fine structure spectroscopy” 

Manchester (UK)、2014 年 7 月 

(37) European Conference on Silicon Carbide & Related Materials 2014. 

M. Yoshida, F. Kawabe, Y. Kutsuma, D. Dohjima, H. Shigemasa, K. Ohwada, N. Tamai, T. Kaneko, N. Otani, J. 

Mizuki, 

“Development of in-situ observation method of the graphene growth by Synchrotron X-ray surface 

diffraction.”  

Grenoble, France, 2014 年 9 月. 

(38) European Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2014. 

T. Takahashi, C. Ohshige, N. Ohtani, M. Katsuno, T. Fujimoto, S. Sato, H. Tsuge, T. Yano, H. Matsuhata and 

M. Kitabatake (invited)), 

“Structural and electrical characterization of the initial stage of physical vapor transport growth of 4H-SiC 

crystals.” 

Grenoble, France, 2014 年 9 月. 

(39) The 15th IUMRS-International Conference in Asia (IUMRS-ICA 2014). 

D. Shimizu, K. Ohwada, J. Sakamoto, M. Matsushita, S. Tsukada, S. Tsutsui, A. Q. R. Baron, K. Namikawa, J. 

Mizuki, 

“ A characteristic domain structure of Relaxor Ferroelectrics Pb[(Mg1/3 Nb2/3)1-x Tix]O3 near 

Morphotropic Phase Boundary.” 



（様式 2） 
 

法人番号 ２８１００４ 
プロジェクト番号 Ｓ１２０１０２７ 

 
Fukuoka, Japan, 2014 年 8 月. 

(40) The 15th IUMRS-International Conference in Asia (IUMRS-ICA 2014). 

K. Ohwada, D. Shimizu, J. Mizuki, M. Matsushita, K. Namikawa 

“Structural Aspect of Relaxor Ferroelectrics near Morphotropic Phase Boundary Studied by Synchrotron 

X-ray Scattering.” 

Fukuoka, Japan, 2014 年 8 月. 

(41) The 10th Japan-Korea Conference on Ferroelectrics 

K. Ohwada, J. Mizuki, M. Matsushita, K. Namikawa 

“Self-organization of domains near morphotropic phase boundary studied by coherent X-ray scattering.” 

Hiroshima, Japan, 2014 年 8 月. 

(42) The 2nd International Symposium on Science at J-PARC. 

M. Hiraishi, S. Iimura, K. M. Kojima, J. Yamaura, H. Hiraka, K. Ikeda, P. Miao, Y. Ishikawa, S. Torii, M. Miyazaki, 

I. Yamauchi, A. Koda, K. Ishii, M. Yoshida, J. Mizuki, R. Kadono, R. Kumai, T. Kamiyama, T. Otomo, Y. 

Murakami, S. Matuishi, and H. Hosono, 

“Bipartite Magnetic Parent Phases in the Iron Oxypnictide Superconductor.” 

Tsukuba, Japan, 2014 年 7 月. 

(43) International Conference on Strongly Correlated Electron Systems. 

D. UEMATSU, H. SAGAYAMA, T. H. ARIMA, J. J. ISHIKAWA, S. NAKATSUJI, H. TAKAGI, M. YOSHIDA, J. 

MIZUKI, K. ISHII, 

“Large trigonal-field effect on spin-orbit coupled state in a pyrochlore iridate.” 

Grenoble, France, 2014 年 7 月. 

(44) The 6th International Workshop on Crystal Growth Technology. 

N. Ohtani (invited)), 

“SiC epitaxial substrate: present status and prospect.” 

Berlin, Germany, 2014 年 6 月. 

(45) International Symposium on Advanced Polymeric Materials 2014 (ISAPM 2014). 

I. Takahashi, Y. Ozaki and K. R. Reddy, 

   “Crystallization by thermal processing of Poly (lactide) stereocomplex thin films.” 

   Kuala Lumpur, Malaysia, 2014 年 5 月 

(46) Synchrotron Radiation in Nano-medicine and Advanced Health Care. 

T. Imai, H. Nakazawa and S. Kato, 

“Relaxation process of the thermal phase transition in stratum corneum intercellular lipids studied by 

Syncrotron X-ray Diffraction.” 

Kobe, Japan, 2014 年 1 月. 

 

2013 年 

(47) The12th Meeting of the Asian Crystallographic Association. 

S. Tsujiuchi, A. Nishio, K. Nishimori, S. Matsuura, K. R. Reddy and I. Takahashi, 

“Reversible negative thermal expansivity of fructose thin films emerging from anisotropic geometry.” 

Hong Kong, China, 2013 年 12 月. 

(48) The12th Meeting of the Asian Crystallographic Association. 

E. Konda, Y. Ono, Y. Shima and I. Takahashi, 

“Molecular hydration of guanosine revealed by surface-sensitive X-ray scatterings with amorphous 

ultrathin films deposited on hydrophilic substrates.” 

Hong Kong, China, 2013 年 12 月. 

(49) The FIRST-QS2C Workshop on "Emergent Phenomena of Correlated Materials”. 

D. Uematsu, H. Sagayama, T. H. Arima, J. J. Ishikawa, S. Nakatsuji, M. Yoshida, K. Ishii, J. Mizuki, 

“Effect of trigonal distortion of IrO6 on 5d states in Eu2Ir2O7. 

Tokyo, Japan, 2013 年 11 月. 

(50) International Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2013. 

O. Drozdova, I. Miura and N. Ohtani, 

“High resolution 3D Raman spectroscopy of growth defects in 4H-SiC epitaxial films.” 

Miyazaki, Japan, 2013 年 10 月 

(51) International Conference on Silicon Carbide and Related Materials 2013. 

C. Ohshige, T. Takahashi, N. Ohtani, M. Katsuno, T. Fujimoto, S. Sato, H. Tsuge, T. Yano, H. Matsuhata and 
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M. Kitabatake, 

“Reciprocal space mapping studies of the initial stage of the PVT growth of 4H-SiC crystals parallel and 

perpendicular to the c-axis,” 

Miyazaki, Japan, 2013 年 10 月 

(52) UPN2013 – UV-DUV Plasmonics and Nanophotonics Workshop. 

I. Tanabe and Y. Ozaki, 

“Electronic States of Metal (Pt, Pd, Au) Nanoparticles Modified TiO2 Studied by Attenuated Total 

Reflection – Far Ultraviolet Spectroscopy.” 

Osaka, Japan, 2013 年 10 月. 

(53) UPN2013 – UV-DUV Plasmonics and Nanophotonics Workshop. 

D. Skołuba, I. Tanabe, Y. Ozaki, L. M. Proniewicz, E. Proniewicz 

“Vibrational spectroscopy and attenuated total reflection far-ultraviolet spectroscopy investigations of 

bradykinin.” 

Osaka, Japan, 2013 年 10 月. 

(54) 54th International Conference on the Bioscience of Lipids. 

K. Nakamura, H. Nakazawa and S. Kato, 

“Electron microscopic observation of cryo-ultrathin section of human stratum corneum sandwiched 

between adhesive tapes.” 

Bari, Italy, 2013 年 9 月. 

(55) 54th International Conference on the Bioscience of Lipids. 

T. Miyoshi and S. Kato, 

“Shape and physical properties of phospholipid molecule in the liquid-ordered phase induced by 

cholesterol.” 

Bari, Italy, 2013 年 9 月. 

(56) 27th Conference of European Colloid and Interface Society. 

H. Nakazawa, T. Imai, I. Hatta and S. Kato, 

“Electron and X-ray diffraction study on the intercellular lipid organization in human skin stratum 

corneum.” 

Sofia, Bulgaria, 2013 年 9 月. 

(57) The 7th AOFSRR Workshop. 

D. Shimizu, K. Ohwada, J. Sakamoto, M. Matsushita, S. Tsukada, S. Tsutsui, A. Q. R. Baron, J. Mizuki, 

“Dynamics of Relaxor Materials of (1-x)Pb(Mg1/3Nb2/3)O3-xPbTiO3 Studied 

by X-ray Scattering.” 

Himeji, Japan, 2013 年 9 月 

(58) The 8th International Conference on Inelastic X-ray Scattering. 

J. Mizuki, Y. Zekko, Y. Yamamoto, H. Yamaoka, F. Tajima, T. Nishioka, Y. Ikeda, F. Strigari, A. Severing, J.-F. 

Lin, N. Hiraoka, H. Ishii, K.-D. Tsuei, 

“Electronic correlation with magnetic transition in Ce(Ru1-xFex)2Al10 studied by resonant x-ray emission 

spectroscopy.” 

Stanford, USA, 2013 年 8 月. 

(59) IUPAC 10th International Conference on Advanced Polymers via Macromolecular Engineering. 

I. Takahashi, H. Sato, Y. Ozaki, X. Sun and S. Yan, 

    “Novel Confinement Effects on Crystallinity and Orientation Emerging in Ultrathin Biodegradable 

Poly(lactic acid)/Poly(3-hydroxybutyrate) Polymer Blend.” 

    Durham, UK, 2013 年 8 月. 

(60) International Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2013. 

K. Ohwada (invited), 

“Synchrotron X-ray scattering study of relaxor ferroelectrics.” 

St. Petersburg, Russia, 2013 年 7 月. 

(61) The 7th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems. 

I. Takahashi and C. Yang, 

    “Thickness-dependent Relaxation and Glass Transition Width of Ultrathin Polystyrene Films studied by 

X-ray Reflectivity.” 

     Barcelona, Spain, 2013 年 7 月. 

(62) The 3rd polymer Congress of the Federation of Asian Polymer Societies and MACRO 2013,  
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I. Takahashi, H. Sato, Y. Ozaki, X. Sun and S. Yan, 

“Crystallinity and Crystallographic Orientation of Biodegradable Poly[(R)-3-hydroxybutyrate] Thin Films 

blended with Biodegradable Poly(lactic acid) -An Effective Use of Novel Confinement Effects-.” 

Bangalore, India, 2013 年 5 月. 

(63) The 3rd polymer Congress of the Federation of Asian Polymer Societies and MACRO 2013, 

K. Raghunatha Reddy, T. Nakatani, I. Takahashi and Y. Ozaki, 

“Temperature-induced Structural Changes in Biodegradable Poly(lactide) Stereocomplex Ultrathin Films 

as Viewed From the Combination of IR-RAS and GIXD.” 

 Bangalore, India, 2013 年 5 月. 

(64) JAEA Synchrotron Radiation Research Symposium "Magnetism in Quntum Beam Science". 

D. Shimizu, K. Ohwada, J. Sakamoto, M. Matsushita, S. Tsukada, S. Tsutsui, A. Q. R. Baron, J. Mizuki, 

“Interaction of Nano-Domain and Phonon in Relaxor Ferroelectrics by X-ray Scattering Using PbTiO3 

Concentration Gradient Sample (1-x)Pb(Mg(1/3) Nb(2/3))O3 - xPbTiO3.” 

Harima, Japan, 2013 年 3 月. 

 

2012 年 

(65) International Symposium and Annual Meeting of Spectroscopical Society of Japan 

Y. Ozaki, （招待講演） 

“Tip Enhanced Raman Scattering Study on Surface and Interface.” 

Tokyo, Japan, 2012 年 11 月 

(66) 4th AIST-ANNA Symposium 

Y. Ozaki,（招待講演） 

“Nanoscience and Biomedical Applications of Surface-enhanced Raman and Chip-enhanced Raman 

Scattering.” 

Osaka, Japan, 2012 年 10 月 

(67) International Symposium on Physics and Chemistry of Novel Superconductors and Related Materials. 

T. Ishiga, K. Tsubota, M. Sunagawa, K. Uenaka, K. Yutani, Y. Muro, T, Takabatake, H. Kumigashira, M. 

Oshima, K. Okada, T. Wakita, Y. Muraoka, and T. Yokoya, 

“High-resolution photoemission spectroscopy of CeT2Al10(T = Fe, Ru, Os).” 

Okayama, Japan, 2012 年 10 月. 

(68) International Symposium on Physics and Chemistry of Novel Superconductors and Related Materials. 

C. Hiramatsu, Y. Muraoka, T. Yokoya, 

“Preparation and physical properties of heavily boron-doped superconducting diamond films by a 

hot-filament CVD method.” 

Okayama University （Okayama, Japan）, 2012 年 10 月. 

(69) SCIX2012 

Y. Ozaki,（招待講演） 

“Frontiers of Biomedical Application of SERS.” 

Kansas City, USA, 2012 年 9 月 

(70) SCIX2012 

Y. Ozaki, S. Yamamoto Y. Morisawa, H. Hoshina,（招待講演） 

“Low-Frequency Raman and THz Studies on Higher-Order Structures of Polymers.” 

Kansas City, USA, 2012 年 9 月 

(71) European Project NetFiSiC -Marie Curie Initial Training Network Tutorial Seminar. 

N. Ohtani (INVITED), 

“Present status of SiC bulk crystal growth.” 

St. Petersburg, Russia, 2012 年 9 月 

(72) Faraday Discussion 161. 

T. Miyoshi and S. Kato, 

“Partial phase diagram in sphingomyelin/cholesterol bilayer system.” 

London, UK, 2012 年 9 月. 

(73) Faraday Discussion 161. 

T. Imai, H. Nakazawa and S. Kato, 

“Single-cell analysis of the thermal phase behavior of the intercellular lipids in human stratum corneum.”

London, UK, 2012 年 9 月. 
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(74) 53th International Conference of the Bioscience of Lipids. 

T. Miyoshi, H. Kitajima and S. Kato, 

Densimetric study on the phase diagram for phospholipid/sterol mixed bilayers.” 

Banff, Canada, 2012 年 9 月. 

(75) 26th Conference of the European Colloid and interface Society. 

Y. Nakagawa, M. Ota, H. Nakazawa and S. Kato, 

“Requirement of charged lipids for the hexadecanol-induced gelation in the phospholipid system.” 

Lund Univ. & Malmo Univ., Sweden, 2012 年 9 月. 

(76) 23rd International Conference on Raman Spectroscopy (ICORS). 

Y. Ozaki（基調講演） 

“Spectral Analysis in Raman Spectroscopy--Quantum Chemical Calculations, Chemometrics, and 

Two-Dimensional Correlation Analysis.” 

Bangalore, India, 2012 年 8 月 

(77) 23rd International Conference on Raman Spectroscopy (ICORS). 

T. Itoh, M. Iga, Y. S. Yamamoto, H. Tamaru, K. Yoshida, V. Biju, M. Ishikawa, Y. Ozaki, 

“Evaluation of Plasmonic Enhancement and Fluctuation in Surface-Enhanced Raman Scattering and 

Surface-Enhanced fluorescence Using Single Silver Nanoparticle Dimers.” 

Bangalore, India, 2012 年 8 月 

(78) The 15th International Conference on X-ray Absorption Fine Structure (XAFS15). 

D. Matsumura, Y. Okajima, Y. Nishihata and J. Mizuki, 

“Fast observation of hydrogen absorption reaction for Pd nanoparticles studied by real-time-resolved 

dispersive XAFS technique.” 

Beijing, China, 2012 年 7 月. 

(79) 16th International Conference on Solid Films and Surfaces (ICSFS-16). 

K. Shimizu, S. Higuchi, A. Kitahara, H. Terauchi, and I. Takahashi, 

“Fabrication and characterization of polystyrene surface with atomic-scale surface roughness.” 

Genoa, Italy, 2012 年 7 月. 

(80) 16th International Conference on Solid Films and Surfaces (ICSFS-16). 

Isao Takahashi, 

“ Novel molar mass effects of Poly(L-lactic acid) on crystallization of biodegradable 

Poly[3-hydroxybutyrate] in ultrathin polymer-blend.” 

Genoa, Italy, 2012 年 7 月. 

(81) The 3rd Asian NIR Symposium 

Y. Ozaki, 

“Versatility and Diversity of Near-Infrared Spectroscopy in Science and Technology.” 

Bangkok, Thailand, 2012 年 5 月 

(82) The 2nd International Conference on Frontiers of Plasmonics (FOP2) 

T. Itoh and Y. Ozaki, 

“Experimental Evaluation of Electromagnetic Enhancement and Blinking in Surface-Enhanced Raman 

Scattering.” 

Sichuan, China, 2012 年 4 月 

 

国内学会 

2016 年 

(1) 日本物理学会 2016 年秋季大会 

山本義哉，山岡人志，吉田雅洋，田中利歩，庄内星加，黒澤源太，Lu Zheng， 

久保園芳博，Jung-Fu Lin，平岡 望，石井啓文， Ku-Ding Tsuei，水木純一郎：「X 線発光分光法による鉄

系超伝導体(NH3)yCs0.4FeSe の低温圧力下の電子状態の測定」 

金沢大学、2016 年 9 月 

(2) XAFS 討論会 

草野翔吾，松村大樹 ，岸浩史，坂本友和，山口進，田中裕久，水木純一郎：「CV-XAFS 連動測定法によ

る Pt/C 触媒の表面ダイナミクスの観察Ⅱ」 

名古屋大学、2016 年 8 月 

(3) XAFS 討論会 

木村優作, 松村大樹, 水木純一郎, 辻卓也：「時間分解 XAFS による Rh 触媒を用いた CO 酸化反応での自
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発振動現象の解明」 

名古屋大学、2016 年 8 月 

(4) 先進パワー半導体分科会第３回講演会 

樋口 雅之，渡辺 諒，芦田 晃嗣，久津間 保徳，金子 忠昭：「SiC 溶液成長法を用いた転位フリー加工

基板上への選択成長と接合機能」 

つくば国際会議場、2016 年）11 月 

(5) 先進パワー半導体分科会第３回講演会 

芦田 晃嗣，小出 和典，堂島 大地，久津間 保徳，北畠 真，金子 忠昭：「SiC 標準試料を用いた

LE-ECCI 法の確立と SiC 表面積層情報の定量評価」 

つくば国際会議場、2016 年）11 月 

(6) 先進パワー半導体分科会第３回講演会 

鳥見 聡，芦田 晃嗣，矢吹 紀人，篠原 正人，坂口 卓也，寺元 陽次，野上 暁，北畠 真，金子 忠昭：

「高品質薄板化 4H-SiC エピウェハ作製に向けた Si 蒸気圧エッチング法によるウェハ機械的強度及び表

面均一性の改善」 

つくば国際会議場、2016 年 11 月 

(7) 先進パワー半導体分科会第３回講演会 

矢吹 紀人，鳥見 聡，野上 暁，北畠 真，金子 忠昭：「SiC トレンチにおける側面粗さ改善に対する Si 雰

囲気アニールの効果」 

つくば国際会議場、2016 年 11 月 

(8) 日本学術振興会第 133 委員会第 230 回研究会 

大谷 昇：「SiC 単結晶のパワーデバイス応用と結晶欠陥」 

東京理科大学 森戸記念館、2016 年 

(9) 日本結晶成長学会バルク成長分科会第 98 回研究会 

大谷 昇：「昇華再結晶法による SiC バルク単結晶成長の現状と課題」 

早稲田大学西早稲田キャンパス、2016 年 

(10) 公益財団法人新産業創造研究機構第 10 回新エネルギー研究会 

大谷 昇：「省エネルギー半導体の開発を通して、持続可能な社会の構築に貢献する」 
神戸市勤労会館、2016 年 

(11) 新規事業研究会第 282 回月例研究会 
大谷 昇：「次世代パワー半導体シリコンカーバイドの開発状況」 
東京工業大学・蔵前会館・ロイアルブルーホール、2016 年 

(12) 応用物理学会結晶工学分科会第 145 回研究会 
大谷 昇：「SiC バルク基板の大口径化・高品質化」 
名古屋大学 東山キャンパス 坂田・平田ホール、2016 年 

(13) 日本学術振興会第 161 委員会第 97 回研究会 
大谷 昇：「昇華再結晶法による大型 SiC 単結晶の結晶成長と結晶欠陥低減」 
大阪 MEBIC 扇町、2016 年 

(14) （一社）電子情報技術産業協会（JEITA）半導体信頼性技術ガイドラインセミナー 
大谷 昇：「大口径・高品質 SiC エピタキシャルウェーハの現状と課題」 
電子情報技術産業協会、2016 年 

(15) 2016 年 若手の会サマースクール 

小河 重三郎, 高橋 功：「自己組織化によるメチル化シクロデキストリン多重螺旋ナノファイバー創製」 

 ライオン伊豆高原研修センター、 8 月 

(16) ソフト界面科学研究会 

高橋功：「X 線表面散乱を用いた高分子薄膜の結晶化・ガラス転移現象の観察」 

SPring-8 シンポジウム、 8 月 

(17) 日本油化学会第 55 回年会 

小河重三郎, 本田幸司, 高橋功, 原節子：「乾燥下でのトレハロース脂肪酸モノエステルの相挙動」 

    奈良女子大学、 ９月 

(18) 応用物理学会関西支部平成 28 年度支部講演会第 2 回講演会 

鳴川啓輔、關屋和貴、高橋功：「ポリメタクリル酸メチル樹脂(PMMA)薄膜のガラス転移現象における表

面・界面の効果-表面敏感 X 線回折・散乱手法を用いた研究」 

関西学院大学、 10 月 
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(19) 第 52 回 X 線分析討論会 

高橋功：「X 線表面散乱法を用いた有機薄膜の構造形成と表面・界面モルフォロジーのその場観察」 

   筑波大学東京キャンパス、10 月 

(20) 65th Annual Meeting of the Society of Polymer Science. 

M. Wang, K. Tashiro, Y. Ozaki：“Crystal Structure Evolution Behavior of Poly (butylene adipate) during Heat 

Treatment Based on in-situ WAXD Measurement”, 65th Annual Meeting of the Society of Polymer Science

Hyogo, Japan, 2016 年 5 月 

(21) 65th Symposium on Macromolecules  

M. Wang, K. Tashiro, Y. OZAKI：“Crystal Structure Evolution Behavior of Poly (butylene adipate) during 

Heat Treatment Based on in-situ WAXD Measurement” 

Kanagawa, Japan, 2016 年 9 月 

(22) 日本化学会 第 96 春季年会 

小橋健太, 田邉一郎, 森澤勇介, 佐藤春実, 後藤剛喜, 尾崎幸洋：「減衰全反射型遠紫外～深紫外分光

法によるナノカーボン材料およびナノカーボン/ポリマーナノコンポジットの電子状態評価,」 

同志社大学 京田辺キャンパス（京都）、 2016 年 3 月 

(23)平成 28 年度 日本分光学会年次講演会 

上村奨平、Sanpon Vantasin、田中嘉人、久津間保徳、北濱康孝、金子忠昭、尾崎幸洋：「チップ増強ラマン

分光によるグラフェンナノ構造の解析」 

大阪大学豊中キャンパス（大阪）、 2016 年 5 月 

(24) 平成 28 年度 日本分光学会年次講演会 

山本茂樹, 宮田真衣, 佐藤春実,保科宏道, 尾崎幸洋：「量子力学計算によるポリグリコール酸の低波数

振動の帰属」 

大阪大学豊中キャンパス（大阪）、 2016 年 5 月 

(25) 第 10 回分子科学討論会 

上村奨平、久津間保徳、Sanpon Vantasin、田中嘉人、北濱康孝、日比野浩樹、金子忠昭、尾崎幸洋：「SiC

上グラフェンのチップ増強ラマン分光法による解析」 

神戸ファッションマート（兵庫）、 2016 年 9 月 

(26) 応用物理学会関西支部 平成 28 年度第 2 回講演会 

上村奨平、久津間保徳、Sanpon Vantasin、堂島大地、田中嘉人、日比野浩樹、北濱康孝、金子忠昭、尾崎

幸洋：「チップ増強ラマン分光による SiC 上グラフェンの解析」 

関西学院大学西宮上ケ原キャンパス（兵庫）、2016 年 10 月 

(27) Japan-Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium 

S. Uemura, Y. Kutsuma, S. Vantasin, Y. Tanaka, H. Hibino, Y. Kitahama, T. Kaneko and Y. Ozaki  

“Optimize of the Tip-enhanced Raman spectroscopy for bioapplications using graphene” 

Awaji island, Japan, 2016 年 12 月 

(28) シンポジウムテラヘルツ科学の最前線Ⅲ 

中村萌、佐藤春実、保科宏道、尾崎幸洋：「ラマン・テラヘルツ分光法によるポリ乳酸およびステレオコン

プレックス型ポリ乳酸の紫外線劣化と分子量依存性の研究」 

（福井）、2016 年 11 月 

(29) シンポジウムテラヘルツ科学の最前線Ⅲ 

佐藤春実, 西村文太, 豊内拓哉, 関谷一剛, 保科宏道, 尾崎幸洋：「テラヘルツ分光法を用いたポリグリ

コール酸の結晶構造形成過程」 

（福井）、2016 年 11 月 
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(30) シンポジウムテラヘルツ科学の最前線Ⅲ 

辰岡星佳, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「THz 領域におけるポリブチレンサクシネートの延伸誘起結

晶相転移」 

（福井）、2016 年 11 月 

(31) シンポジウムテラヘルツ科学の最前線Ⅲ 

舟木 千尋,豊内 拓哉, 保科 宏道,尾崎 幸洋, 山本 茂樹,佐藤 春実：「テラヘルツ分光法によるポリカ

プロラクトンの紫外線劣化評価」 

（福井）、2016 年 11 月 

(32) シンポジウムテラヘルツ科学の最前線Ⅲ 

辰岡星佳, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「THz 領域におけるポリブチレンサクシネートの延伸誘起結

晶相転移」 

（福井）、2016 年 11 月 

(33) 第 65 回高分子学会年次大会 

中村萌、佐藤春実、山本茂樹、保科宏道、尾崎幸洋：「ラマン・テラヘルツ分光を用いたポリ乳酸およびス

テレオコンプレックス型ポリ乳酸の分子間相互作用と結晶構造形成過程の研究」 

（兵庫）、2016 年 5 月 

(34) 第 65 回高分子学会年次大会 

辰岡星佳, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「振動分光法を用いたポリブチレンサクシネートの延伸によ

る結晶相転移の研究」 

（兵庫）、2016 年 5 月 

(35) 第 65 回高分子学会年次大会 

寺崎守永, Khasanah, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「高感度反射赤外分光法を用いた超薄膜状態におけるポリ

メタクリル酸メチルとポリ 4－ビニルフェノールの相分離」 

（兵庫）、2016 年 5 月 

(36) 第 65 回高分子学会年次大会 

舟木千尋, 豊内拓哉, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「テラヘルツイメージングによるポリカプロラクト

ン(PCL)の物性評価」 

（兵庫）、2016 年 5 月 

(37) 2016 年度 日本分析化学会近畿支部 

中村萌、佐藤春実、保科宏道、尾崎幸洋：「ラマン・テラヘルツ分光法によるステレオコンプレックス型ポリ

乳酸の構造変化に関する研究」 

（兵庫）、2016 年 7 月 

(38) 第 62 回高分子研究発表会 

辰岡星佳, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「テラヘルツ分光法を用いたポリブチレンサクシネートの結

晶相転移」 

（兵庫）、2016 年 7 月 

(39) 第 62 回高分子研究発表会 

舟木千尋, 豊内拓哉, 保科宏道, 尾崎幸洋, 佐藤春実：「テラヘルツイメージングによるポリカプロラクト

ン(PCL)の物性評価」 

（兵庫）、2016 年 7 月 

(40) 油化学若手の会 

     加藤知：「多様な脂質分子集合体をどのように理解するか」（招待講演） 

    2016 年 8 月 

(41) 第 26 回日本 MRS 年次大会（シンポジウム A-2） 
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    大和田謙二：「X 線回折を利用した BaTiO3 正方晶相のドメイン境界の研究」 

 横浜市開港記念館他, 横浜, 2016 年 12 月. 

(42) 第 57 回高圧討論会 

 大和田謙二 (招待講演)：「コヒーレント X 線を用いた材料研究の現状と展望」 

 筑波大学, つくば, 2016 年 10 月.  

(43) 第 26 回日本 MRS 年次大会（シンポジウム A-2） 

 並河一道（招待講演）, 石野雅彦, 大和田謙二：「斜め９０°ストライプ分極ドメインの自己組織化」 

 横浜市開港記念館他, 横浜, 2016 年 12 月. 

(44) 第 13 回水素量子アトミクス研究会 

松村大樹、西畑保雄、谷口昌司、田中裕久：「X 線吸収分光による水素再結合触媒の反応機構解析」 

東京、2016 年 2 月 

(45) 技術情報協会セミナー「次世代蓄電池 ，小型・薄型蓄電池の最新技術，用途展開，今後の展望」 

吉川浩史：「有機電池，分子クラスター電池の開発，その応用」（依頼講演） 

五反田、東京、2016 年 11 月 

(46) 新型電池オープンラボ 第 18 回講演会 

吉川浩史：「金属錯体系材料を正極活物質とする高性能二次電池の開発研究」 

神奈川大学横浜キャンパス、横浜、2016 年 5 月（依頼講演） 

(47) 第 2 回計算科学連携センターセミナー 

吉川浩史：「金属錯体系材料を正極とする高性能な二次電池の開発と放射光を利用した電池反応解析」

（依頼講演） 

姫路じばさんビル、姫路、2016 年 3 月 

(48) 第 5 回名古屋大学シンクロトロン光研究センターシンポジウム 

吉川浩史：「放射光を利用した多電子レドックス MOF の電池反応解析—粉末 X 線と XAFS」（依頼講演） 

名古屋大学東山キャンパス 野依記念学術交流館、名古屋、2016 年 1 月 

 

2015 年 

(49) 日本物理学会 2015 年秋季大会 

山本義哉、山岡人志、吉田雅洋，太田雄，石井啓文，平岡 望，Ku-Ding Tsuei，Jung-Fu Lin，石井賢司，

山浦淳一，飯村壮史，松石聡，細野秀雄，水木純一郎：「鉄系超伝導体 LaFeAsO1-xHx の高圧下での X

線回折と Fe KβX 線発光分光測定」 

関西大学千里山キャンパス、2015 年 9 月 

(50) 日本物理学会 2015 年秋季大会 

山岡人志、辻井直人、鈴木通人、山本義哉、Ignace Jarrige  , 佐藤 仁, Jung-Fu Lin , 水戸 毅,  櫻井

裕也、平岡 望, 石井啓文, Ku-Ding Tsuei , 酒井 治, 水木純一郎, M. Giovannini, E. Bauer：「Cubic YbCu5

系化合物の高圧下における Yb 価数の異常な振舞い」 

関西大学千里山キャンパス、2015 年 9 月 

(51) 日本物理学会 2015 年秋季大会 

山岡人志, 山本義哉, E. F. Schwier , 仲武昌史, 澤田正博, 櫻井裕也, 辻井直人, 有田将司, 島田賢也, 

生天目博文, 谷口雅樹, 水木純一郎：「異常な磁気抵抗を示す(Na1-xCax)Cr2O4 の光電子分光、X 線吸

収分光、X 線回折による電子構造と結晶構造の測定」 

関西大学千里山キャンパス、2015 年 9 月 

(52) 日本物理学会第 70 回年次大会 

藤田秀紀, 加賀山朋子, 清水克哉, 山本義哉, 水木純一郎, 田中将嗣, 高野義彦, 山岡人志：「鉄系超

伝導 KxFe2-ySe2 の高圧力下の電気抵抗測定 II」 

早稲田大学早稲田キャンパス 2015 年 3 月 

(53) 日本物理学会第 70 回年次大会 

山本義哉，太田 雄，山岡人志，Jung-Fu Lin，石井啓文， 平岡 望，Ku-Ding Tsuei，藤田秀紀，加賀山

朋子，清水克哉， 田中将嗣、岡崎宏之，尾崎壽紀，高野義彦，水木純一郎：「鉄系超伝導体 KxFe2-ySe2

の高圧下での X 線回折と共鳴 X 線発光分光測定」 

早稲田大学早稲田キャンパス 2015 年 3 月 

(54) 日本物理学会第 70 回年次大会 

山岡人志, 山本義哉, 本多史憲, 太田 雄, Jung-Fu Lin, 平岡 望, 石井啓文, Ku-Ding Tsuei, 有田将司, 

島田賢也, 生天目博文, 谷口雅樹, 水木純一郎：「Ce115 系超伝導体における Ce 価数の圧力•組成依存

性」 

早稲田大学早稲田キャンパス 2015 年 3 月 
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(55) 先進パワー半導体分科会第２回講演会 

芦田晃嗣、堂島大地、久津間保徳、鳥見聡、野上暁、今井康彦、木村滋、水木純一郎、大谷昇、金子忠

昭：「シンクロトロン X 線マイクロビーム回折を用いた 4H-SiC (0001)基板断面の加工歪み深さ分布評価

－電子線後方散乱回折(EBSD)法との比較－」 

大阪国際交流センター、2015 年 11 月 

(56) 先進パワー半導体分科会第２回講演会 

鳥見 聡、矢吹 紀人、篠原 正人、寺元 陽次、野上 暁、北畠 真、金子 忠昭：「Si 蒸気圧エッチングを

用いた 4H-SiC 表面加工変質層除去によるエピタキシャル表面の熱的安定化と積層欠陥低減効果」 

大阪国際交流センター、2015 年 11 月 

(57) 先進パワー半導体分科会第２回講演会 

矢吹 紀人、鳥見 聡、寺元 陽次、篠原 正人、須藤 悠介、野上 暁、北畠 真、金子 忠昭：「Si 雰囲気

アニール法による SiC トレンチ基板のキャップフリーアニール」 

大阪国際交流センター、2015 年 11 月 

(58) Electronic Journal 第 2829 回 Technical Seminar 

大谷 昇：「SiC エピ基板の高品質化とパワーデバイス応用★徹底解説」 

総評会館、2015 年 

(59) 日本セミラボ（株）第 2 回テクニカル・セミナー 

大谷 昇：「SiC エピタキシャル基板の現状と課題」 

ザ・グランドティアラ名古屋駅前、2015 年 

(60) SEMICON JAPAN 2015 SEMI テクノロジーシンポジウム 

大谷 昇：「大口径・高品質 SiC エピタキシャルウェーハの現状と課題」 

東京ビッグサイト、2015 年 

(61) 第 60 回低温生物工学会大会 

小河 重三郎, 河合 隆一郎, 古賀 舞都, 朝倉 浩一, 高橋 功, 小山内 州一：「乳酸脱水素酵素（LDH）

の凍結融解過程に与える単鎖型合成糖脂質の安定化効果とそのアルキル鎖長依存性に関する検討」 

 (日本大学) 5 月 

(62) 日本油化学会若手の会・2015 サマースクール 

小河 重三郎, 高橋 功：「X 線測定を用いた種々の低分子有機化合物薄膜の構造解析―脂質、糖質、色

素分子から成る有機薄膜のユニークな構造評価法について―」 

(ライオン伊豆高原研修センター) 8 月 

(63) 第 54 回日本油化学会年会 

小河 重三郎, 河合 隆一郎, 古賀 舞都, 朝倉 浩一, 高橋 功, 小山内 州一：「乳酸脱水素酵素（LDH）

の凍結乾燥および常温貯蔵に対するオリゴ糖界面活性剤―クエン酸バッファー系の優れた酵素活性保

持効果」 

名城大学 2015 年 9 月 

(64) 第 64 回高分子討論会 

小河 重三郎, 森川 全章, 高橋 功, 君塚 信夫：「多機能性超分子スマートソフトマテリアルの設計：嵩高

な親油基を持つ高発光性三回対称型ボロンジフルオライドジケトネート錯体」 

東北大学)、2015 年 9 月 

（65）第 64 回高分子討論会 

小河 重三郎, 高橋 功：「拘束されたナノ薄膜中でのメチル化シクロデキストリンの階層構造の構築」 

東北大学)、2015 年 9 月 

(66)日本物理学会 2015 年秋季大会 

溝端舜、西森一喜、小河重三郎、高橋功：「ガラス形成ポリスチレン薄膜の負の熱膨張と膜厚の緩和」 

関西大学、2015 年 9 月 

(67) 平成 27 年度日本結晶学会年会及び総会 

關屋和貴、鳴川啓輔、味地宏樹、溝端舜、小河重三郎、高橋功：「SiO2 基板上に支持された PMMA 薄膜

の二段階緩和」 

大阪府立大学、2015 年 10 月 

(68) 平成 27 年度日本結晶学会年会及び総会 

大野慶貴、小河重三郎、高橋功：「異方的拘束条件における糖脂質アルキルマルトシドの薄膜ダイナミク

スの研究」 

大阪府立大学、2015 年 10 月 

(69) 平成 27 年度日本結晶学会年会及び総会 

溝端舜、關屋和貴、小河重三郎、楊春明、高橋功：「ポリスチレン超薄膜の分子量依存する常温緩和特性」
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   大阪府立大学、2015 年 10 月 

(70) 平成 27 年度日本結晶学会年会及び総会 

小河重三郎、高橋功：「アルキル β-D-グルコシドにおける三次元的結晶構造の形成 

大阪府立大学、2015 年 10 月 

(71) 日本化学会 第 96 春季年会 
S. Ogawa, I. Takahashi：「Unique crystal structures of synthetic glycolipids revealed by grazing 
incident wide angle X-ray diffraction analysis,」 
同志社大学、2015 年 3 月 

(72) 第 54 回日本油化学会年会 
小河 重三郎, 尾崎 幸洋, 高橋 功：「二次元配向結晶を用いた単鎖型糖脂質水和物結晶の脱水和過

程における構造変化の解析」 
名城大学、2015 年 9 月 

(72) 日本化学会 第 96 春季年会 

S. Ogawa, I. Takahashi：「Unique crystal structures of synthetic glycolipids revealed by grazing incident wide 

angle X-ray diffraction analysis,」 

同志社大学、2015 年 3 月 

(73) 第 64 回高分子討論会 

Khasanah, K. R. Reddy, H. Sato, I. Takahashi, Y. Ozaki：「Study on the Crystallization behavior, Intermediate 

Phase and Conformation Rearrangement of Poly(3-hydroxybutyrate) Ultrathin Film by Using IR-RAS and 

GIXD」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(74) 第 64 回高分子討論会 

D. Marlina, K. Yoshida, H. Hoshina, H. Sato, Y. Ozaki ： 「 Temperature Dependent of 

Poly(3-hydroxybutyrate-co-3-hydroxyvalerate) Studied by Low Frequency Raman and Terahertz 

Spectroscopy」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(75) 第 64 回高分子討論会 

M. Wang, S. Morita, H. Sato, Y. Ozaki：「The crystallization behavior of poly(3-hydroxybutyrate)(PHB) during 

solvent casting process」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(76) 第 64 回高分子討論会 

宮井 智也, 門屋 直人, 保科 宏道, 尾崎 幸洋, 佐藤 春実：「振動分光法を用いた低分子量ポリ（3-ヒド

ロキシブタン酸）の結晶構造及び熱的挙動に関する研究」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(77) 第 64 回高分子討論会 

保科 宏道, 鈴木 晴, 大谷 知行, 山本 茂樹, 西村 文太, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「テラヘルツ分光によ

る新しい高分子研究の可能性」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(78) 第 64 回高分子討論会 

尾崎 幸洋, ヤン シンレイ, 佐藤 春実：「チップ増強ラマン散乱法を用いたポリマーナノコンポジットのナノ

構造と分子間相互作用に関する研究」 

東北大学 川内キャンパス、2015 年 9 月 

(79) 第 61 回高分子研究発表会 

D. Marlina, S. Harumi, O. Yukihiro ： 「 Analysis of Intermolecular Vibration Mode of Poly 

(3-hydroxybutyrate-co-3-hydroxyvalerate) (P(HB-co-HV)) using Low Frequency Raman and Terahertz 

Spectroscopy」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 

(80) プラスチック成形加工学会 第 26 回 年次大会 

青山 泰三, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「生分解性ポリエステルにおける溶融押出混練時の残存結晶量によ

る結晶化促進効果」 

タワーホール船堀、2015 年 6 月 

(81) 第 61 回高分子研究発表会 

土原 翔吾, 佐藤 春実, 成久 吉紀, 尾崎 幸洋：「近赤外分光イメージングを用いたポリ乳酸の紫外線劣

化による深さ方向分析」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 
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(82) 第 61 回高分子研究発表会 

Khasanah, K. R. Reddy, I. Takahashi, H. Sato, Y. Ozaki：「Crystallization Behavior and Conformation 

Rearrangement of Poly(3-hydroxybutyrate) Ultrathin Film Investigated by Infrared Reflection Absorption 

Spectroscopy」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 

(83) 第 61 回高分子研究発表会 

M. Wang, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「Structure and crystallization behavior of Poly (3-hydroxybutyrate) and 

Poly (D, L-lactide) blends studied by DSC, FTIR and X-ray analysis」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 

(84) 第 61 回高分子研究発表会 

豊内 拓哉, 尾崎 幸洋, 佐藤 春実：「振動分光法を用いたポリカプロラクトンとその共重合体の結晶化挙

動に関する研究」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 

(85) 第 61 回高分子研究発表会 

宮井 智也, 門屋 直人, 保科 宏道, 尾崎 幸洋, 佐藤 春実：「低分子量ポリ（3-ヒドロキシブタン酸）にお

ける結晶構造及び熱的挙動のラマン分光法及びテラヘルツ分光法を用いた研究」 

兵庫県民会館、2015 年 7 月 

(86) 第 75 回分析化学討論会 

曾  采薇・石川 大太郎・佐藤 春実・Wograveen Kanet・Young Mee Jung・尾崎 幸洋：「Analysis of Poly 

(3-hydroxbutyrate) during solvent induced crystallization process and its images」 

山梨大学甲府キャンパス、2015 年 5 月 

(87) 第 64 回高分子年次大会 

Khasanah, I. Takahashi, H. Sato, K. R. Reddy, Y. Ozaki：「Confinement Effect of Chitin on the Crystallization 

Behavior of Poly(3-hydroxybutyrate)Thin Film Studied by Infrared-Reflection Absorption Spectroscopy and 

Grazing Incidence X-Ray Diffraction」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(88) 第 64 回高分子年次大会 

豊内 拓哉, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「振動分光法を用いたポリカプロラクトンとその共重合体の結晶構造

および熱挙動に関する研究」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(89) 第 64 回高分子年次大会 

青山 泰三・佐藤 春実・尾崎 幸洋：「オンライン近赤外分光法による、生分解性ポリエステルにおける、溶

融押出混練時の残存結晶量変化による押出成形後の結晶化促進効果の解析」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(90) 第 64 回高分子年次大会 

門屋 直人, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「赤外分光法、広角小角 X 線回折を用いた低分子量ポリ-3-ヒドロキ

シブタン酸(PHB)の等温結晶化プロセスの研究」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(91) 第 64 回高分子年次大会 

西村 文太, 佐藤 春実, 尾崎 幸洋：「赤外・ラマン分光法を用いたポリグリコール酸とポリ乳酸の共重合体

の分子間相互作用についての研究」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(92) 第 64 回高分子年次大会 

佐藤 春実, 成久 吉紀, 古川 大貴, 尾崎 幸洋：「振動分光法によるステレオコンプレックス型ポリ乳酸の

水素結合に関する研究」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(93) 第 64 回高分子年次大会 

宮井 智也, 門屋 直人, 保科 宏道, 尾崎 幸洋, 佐藤春実：「ラマン分光法及びテラヘルツ分光を用いた

低分子量ポリ（3-ヒドロキシブタン酸）の結晶構造及び熱的挙動の研究」 

札幌コンベンションセンター、2015 年 5 月 

(94) 第 53 回日本生物物理学会年会 

岡浩平、加藤知：「FTIR-ATR プリズム上に作製したセラミド/ステロール混合膜への重水透過性」 

金沢大、2015 年 9 月 

(95) 第 53 回日本生物物理学会年会 

三好翼、加藤知：「飽和リン脂質/コレステロール二成分混合膜系における相挙動の詳細解析」 
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金沢大、2015 年 9 月 

(96) 第 20 回 中国・四国・北九州地区誘電体セミナ― 

大和田謙二 (招待講演)：「不均質性とリラクサー」 

島根大学, 島根, 2015 年 6 月. 

(97) 第 20 回 中国・四国・北九州地区誘電体セミナ― 

清水大輔, 大和田謙二, 坂本潤哉, 塚田真也, 小島誠治, 筒井智嗣, Alfred Q. R. Baron, 並河一道, 水木

純一郎：「リラクサー強誘電体 Pb[(Mg1/3Nb2/3)1-xTix]O3 濃度傾斜試料を用いた非弾性散乱測定」 

島根大学, 島根, 2015 年 6 月（若手奨励賞）. 

(98) PF 研究会「次世代放射光光源を用いた構造物性研究への期待」 

大和田謙二 (招待講演)：「高次構造とコヒーレント X 線利用、次世代構造物性」 

高エネルギー加速器研究機構, つくば, 2015 年 6 月. 

(99) 第 25 回日本 MRS 年次大会（シンポジウム A-2） 

大和田謙二, 清水大輔, 水木純一郎, 藤原孝将, 永田知子, 池田直, 並河一道：「コヒーレントＸ線によるド

メイン観察 II」 

横浜市開港記念館他, 横浜, 2015 年 12 月. 

(100)第 25 回日本 MRS 年次大会（シンポジウム A-2） 

清水大輔, 大和田謙二, 塚田真也, 松浦直人, 坂本潤哉, 筒井智嗣, 並河一道, 水木純一郎：「濃度相境

界近傍のリラクサー強誘電体 Pb[(Mg1/3Nb2/3)1-xTix]O3 における不均質性の影響」 

 横浜市開港記念館他, 横浜, 2015 年 12 月. 

(101) 第 18 回 XAFS 討論会 

松村大樹、谷口昌司、田中裕久、西畑保雄：「「TPR-XAFS 連動測定による Pt 金属触媒の水生成反応に

おける一酸化炭素の阻害効果観測」 

茨城、2015 年 7 月 

 

2014 年 

(102) 第 17 回 XAFS 討論会 

松村大樹、西畑保雄、谷口昌司、田中裕久：「実時間分割 XAFS で見た水素再結合反応中の Pd, Rh 金

属微粒子の構造変化」 

徳島大学（常三島キャンパス、徳島）、2014 年 9 月. 

(103) 第 17 回 XAFS 討論会 

生島博，松村大樹，宮崎達也，水木純一郎：「因子分析法を用いた時間分割 XAFS スペクトルの解析方法

の確立」 

徳島大学（常三島キャンパス、徳島）、2014 年 9 月. 

(104) 第 52 回日本生物物理学会年会 

    中村圭佑、中沢寛光、加藤知：「凍結超薄切片法によるテープ剥離したヒト皮膚角層構造の部位差 

研究」 

札幌コンベンションセンター、2014 年 9 月. 

(105) 第 52 回日本生物物理学会年会 

岡浩平、加藤知：「皮膚角層モデル膜に対する水の浸透の FTIR-ATR による解析」 

札幌コンベンションセンター、札幌市、2014 年 9 月 

(106) 第 68 回マテリアルズテーラリング研究会「再生型エネルギシステムと基幹電力ネットワークの連系」 

    大谷 昇：「SiC パワーエレクトロニクスの現状と将来展望」 

    軽井沢、2014 年 7 月 

(107) CROSSroads of Users and J-PARC 第 12 回「不均一系における構造と機能」 

大和田謙二（招待講演）：「コヒーレントＸ線を利用したリラクサー強誘電体の研究」 

いばらき量子ビーム研究センター、2014 年 9 月. 

(108) 日本物理学会 2014 年秋季大会 

   秋重幸邦，塚田真也，高橋功：「(Sr1-xBax)2Nb2O7 の相転移 II」 

    中部大学、名古屋市、2014 年 9 月. 

(109) 日本物理学会 2014 年秋季大会 

山浦淳一, 真木祥千子, 飯村壮史, 石井賢司, 吉田雅洋, 水木純一郎, 熊井玲児, 村上洋一, 松石聡, 

細野秀雄：「水素置換 La1111 における電子状態と構造物性研究」 

愛知県春日井市、2014 年 9 月. 

(110) 日本物理学会 2014 年秋季大会 

坂本潤哉 、大和田謙二 、清水大輔 、木田旦人 、 石野雅彦 、安藤正海 、水木純一郎 、並河一道：「X 
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線同軸ビームスプリッター型遅延生成器の評価」 

愛知県春日井市、2014 年 9 月. 

(111) CROSSroads of Users and J-PARC「機能する界面、反応する表面(II)」 

水木純一郎（基調講演）：「固液界面科学に対する量子ビームへの期待」 

いばらき量子ビーム研究センター、2014 年 8 月. 

(112) 日本物理学会第 69 回年次大会 

横谷尚睦：「軟 X 線 ARPES で見た BiS2 超伝導体の電子構造」 

東海大学湘南キャンパス（神奈川）、2014 年 3 月. 

(113) 新超伝導体研究会（TMUNSC2014）, 

脇田高徳、横谷尚睦：「CeOxF1-xBiS2 の Ce 電子状態：XPS 光電子分光」 

首都大学東京 南大沢キャンパス、2014 年 3 月 

(114) 日本化学会第 94 回年会 

田邉一郎, 領木貴之, 尾崎幸洋：「金属ナノ粒子修飾に伴う酸化チタンの電子状態変化：減衰全反射遠紫

外分光法による評価」 

名古屋大学東山キャンパス、2014 年 3 月. 

(115) 第 61 回応用物理学会春季学術講演会 

    田邉一郎, 領木貴之, 尾崎幸洋：「金属(Pt,Pd,Au)ナノ粒子修飾に伴う酸化チタンの電子状態と光触媒活

性の変化：減衰全反射遠紫外分光法による評価」 

   青山学院大学相模原キャンパス、2014 年 3 月. 

(116) 放射光科学による革新的イノベーションワークショップ 

    金子忠昭：「SiC 表面ナノ制御と高品質グラフェン創成」 

    岡山大学、岡山市、2014 年 3 月. 

(117) 第 3 回高品質 SiC 結晶次世代成長法に関する研究会 

    大谷 昇：「昇華再結晶法による SiC 単結晶の製造：拡張欠陥の起源と挙動」 

   名古屋大学、名古屋市、2014 年 3 月 

(118) 日本物理学会第 69 回年次大会 

石井賢司, 藤田全基, 佐々木隆了, M. Minola, G. Dellea, C. Mazzoli, K. Kummer, G. Ghiringhelli, L. 

Braicovich, 遠山貴己, 山田和芳, 吉田雅洋, 黒岡雅仁, 水木純一郎：「共鳴非弾性Ｘ線散乱による電子 

ドープ型銅酸化物超伝導体の磁気・電荷励起」 

神奈川県平塚市、2014 年 3 月. 

(119) 日本物理学会第 69 回年次大会 

坂本潤哉 、大和田謙二 、清水大輔 、木田旦人 、 石野雅彦 、安藤正海 、水木純一郎 、並河一道：

「X 線同軸ビームスプリッター型遅延生成器の評価」 

神奈川県平塚市、2014 年 3 月. 

(120) 日本物理学会第 69 回年次大会 

植松大介, 佐賀山基, 有馬孝尚, 石川洵, 中辻知, 吉田雅洋, 石井賢司, 水木純一郎：「Pr2Ir2O7 のイリ

ジウム LIII 端における共鳴非弾性 X 線散乱」 

神奈川県平塚市、2014 年 3 月. 

(121) 第 27 回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム 

石井賢司, ジャリッジイニヤス, 吉田雅洋, 水木純一郎, 松本章代, 加藤晃彦, 高山知弘, 高木英典：「共

鳴非弾性Ｘ線散乱によるイリジウム酸化物の磁気励起観測とその温度依存性」 

広島県広島市、2014 年 1 月. 

(122) 第 27 回日本放射光学会年会 

鬼塚怜奈、西森一喜、Marcus Newton、小川奏、佐藤尭洋、富樫格、矢橋牧名、境田真志、徳田一弥、河

口智也、高橋功、市坪哲、松原英一郎、西野吉則、田中義人：「Si 単結晶薄膜におけるピコ秒過渡的格子

歪みの解析」 

広島県広島市、2014 年 1 月. 

(123) フロンティアソフトマター開発専用ビームライン産学連合体第 3 回研究発表会 

中沢寛光、加藤知：「斜入射資料セルを用いたヒト皮膚角層の構造解析」 

東工大、蔵前会館、2014 年 1 月. 

 

2013 年 

(124) SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会 

清水秀樹、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭：「Si 蒸気圧エッチングを用いた 4ooff 4H-SiC 

(0001) Si 面上の表面カイネティクスに起因したマクロステップバンチング発生・分解機構」 
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埼玉会館、2013 年 12 月 

(125) 日本 MRS 学術シンポジウム 

大和田謙二：「Relationship between domain fluctuation and dielectric constant in relaxor ferroelectrics 

PZN-9%PT studied by coherent x-ray scattering」 

横浜、2013 年 12 月. 

(126) SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会 

宇野陽介、 花房絢乃、 芦田晃嗣、 久津間保徳、 金子忠昭：「MSE 法を用いた 4H-SiC 溶液成長におけ

る基板加工歪が与える影響」 

埼玉会館、2013 年 12 月 

(127) SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会 

梶野智規、芦田晃嗣、久津間保徳、大谷昇、金子忠昭：「低加速 SEM を用いた 4H/6H-SiC{0001}最表面

積層方向の直接観察」 

埼玉会館、2013 年 12 月 

(128) SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会 

久津間保徳、堂島大地、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭：「4H-SiC(000-1)C 面グラフェン成長における熱分

解抑制 Ar 効果と Si 分圧添加効果」 

埼玉会館、2013 年 12 月 

(129) SiC 及び関連半導体研究 第 22 回講演会 

矢吹紀人、鳥見 聡、野上 暁、金子忠昭：「TaC/Ta 複合材料を用いた Si 雰囲気アニール法による新たな

C キャップフリー4H-SiC 活性化アニール技術の開発」 

埼玉会館、2013 年 12 月 

(130) 第 9 回 CROSSroads of Users and J-PARC 

大和田謙二（招待講演）：「リラクサー強誘電体のヘテロ相ゆらぎ－ヘテロ相界面の研究へむけて－」 

CROSS-Tokai（茨城県東海村）、2013 年 12 月. 

(131) 第 54 回高圧討論会 

水木純一郎（招待講演）：「マスタープラン：新しい時代の科学技術立国を支える放射光科学の高輝度光

源計画」 

朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター、新潟市、2013 年 11 月 

(132) 日本分光学会年次講演会 

領木貴之, 田邉一郎, 尾崎幸洋：「酸化チタン粒子径と結晶構造を変えた金属ナノ粒子修飾酸化チタン粉

末の電子状態変化：減衰全反射遠紫外分光法による評価」 

大阪大学豊中キャンパス、2013 年 11 月. 

(133) 日本分光学会年次講演会 

田邉一郎, 尾崎幸洋：「金属(Pt, Pd, Au) ナノ粒子修飾による酸化チタンの電子状態変化：減衰全反射遠

紫外分光法による評価」 

大阪大学豊中キャンパス、2013 年 11 月. 

(134) 2013 年真空・表面科学会合同講演会 

西森一喜，關屋和貴，楊春明，Kummetha Raghunatha Reddy，高橋功：「ポリスチレン超薄膜に顕れる負

の熱膨張係数」 

つくば国際会議場、2013 年 11 月. 

(135) 2013 年真空・表面科学会合同講演会 

鳥 本 直 隆 ， 嶋 谷 直 樹 ， Raghunatha Reddy Kumetha ， 高 橋 功 ： 「 生 分 解 性 高 分 子

Poly-[(R)-3-hydroxybutyrate]の結晶化に対する poly(L-lactide)の分子量・ブレンド比依存性」 

つくば国際会議場、2013 年 11 月. 

(136) 2013 年真空・表面科学会合同講演会 

志摩祐介，井関亮介，竹本淳平, 高橋功：「導電性高分子 P3HT 薄膜中の分子配向の基板効果」 

つくば国際会議場、2013 年 11 月. 

(137) 東北大学金属材料研究所ワークショップ 

大谷 昇（招待講演）：「SiC 単結晶基板の高品質化と欠陥制御の進展」 

東北大学、2013 年 11 月 

(138) ブルカー・エイエックスエス表面解析新技術セミナー 

大谷 昇（招待講演）：「パワーデバイス用 SiC 単結晶ウェーハのバルク及び表面欠陥」 

ブルカー・エイエックスエス大阪事務所、2013 年 11 月 

(139) 東北大学金属材料研究所ワークショップ 

大谷 昇（招待講演）：「SiC 単結晶基板の高品質化と欠陥制御の進展」 
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東北大学金属材料研究所、2013 年 11 月 

(140) 第 51 回日本生物物理学会年会 

三好翼、北嶋浩志、 横井大地、加藤知：「リン脂質/コレステロール系における Lo 相形成の炭化水素鎖

依存性」 

国立京都国際会館、2013 年 10 月. 

(141) 日本結晶学会年会 

辻内祥吾・西尾 篤・西森一喜・松浦俊水・Kummetha Raghunatha Reddy・高橋 功：「SiOH 基板上の低分

子ガラス物質フルクトース超薄膜の構造－ガラス転移点近傍の膜厚の温度依存性－」 

熊本大学、2013 年 10 月. 

(142) 日本結晶学会年会 

K. R. Reddy, Y. Ozaki, I. Takahashi：「Structure and Crystal Orientation of Biodegradable Poly(Lactide) 

Stereocomplex Ultrathin Films as Revealed by IR-RAS and GIXD Measurements」 

熊本大学、2013 年 10 月. 

(143) 日本結晶学会年会 

昆田栄二・大野慶貴・志摩祐介・高橋 功：「SiOH 基板上に支持されたグアノシン薄膜における表面モル

フォロジーと構造の湿度依存性」 

熊本大学、2013 年 10 月. 

(144) 日本結晶学会年会 

鬼塚怜奈・西脇千早・鳥本直隆・楊春明・高橋功：「単分散ポリスチレンのガラス転移と緩和特性の基板依

存性Ⅱ」 

熊本大学、2013 年 10 月. 

(145) 日本学術振興会第 162 委員会第 7 回ワイドバンドギャップ半導体スクール 

大谷 昇（招待講演）：「「SiC 単結晶成長の基礎と最近の進展」 

橿原ロイヤルホテル、2013 年 10 月 

(146) 日本物理学会秋季大会 

鬼塚怜奈，西脇千早，鳥本直隆，楊春明，高橋功：「単分散ポリスチレン超薄膜のガラス転移緩和特性に

対する基板効果 II」 

徳島大学、2013 年 9 月. 

(147) 日本物理学会秋季大会 

辻内祥吾，西尾篤，西森一喜，清水勝美，Kummetha Raghunatha Reddy，高橋功：「低分子ガラス物質フ

ルクトースの超薄膜の構造解明ガラス転移温度近傍での膜厚の温度依存性」 

徳島大学、2013 年 9 月. 

(148) 日本物理学会秋季大会 

昆田栄二，大野慶貴，志摩祐介，高橋功：「SiOH 基板に支持されたグアノシン薄膜における表面モルフォ

ロジーと水和反応のその場観察」 

徳島大学、2013 年 9 月. 

(149) 日本物理学会 2013 年秋季大会 

園山純生，柳楽伸介，砂川正典，大塚翼，橘高朋子，濱田貴裕，室隆桂之，組頭広志，脇田高徳，村岡

祐治，横谷尚睦：「新規 BiS2 系層状超伝導体の軟 X 線光電子分光」 

徳島大学常三島キャンパス（徳島）、2013 年 9 月. 

(150) 応用物理学会 2013 年秋季大会 

村岡祐治，平松千明，脇田高徳，横谷尚睦，組頭広志，尾嶋正治：「低キャリア濃度で高 Tc を示すホット

フィラメント CVD 法製ダイヤモンド超伝導膜」 

同志社大学京田辺キャンパス（京都）、2013 年 9 月. 

(151) 第 16 回 XAFS 討論会 

松村大樹、小林徹、宮崎有史、Awual Md. Rabiul、鈴木伸一、岡島由佳、西畑保雄、矢板毅：「粘土鉱物の

Cs 取り込み様式の XAFS による解明 ―福島第一原子力発電所事故からの環境回復」 

東京大学（本郷キャンパス、東京）、2013 年 9 月. 

(152) 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会 

田邉一郎, 尾崎幸洋：「酸化チタンおよび金属ナノ粒子－酸化チタン複合系の減衰全反射遠紫外分光法

による電子状態評価」 

同志社大学京田辺キャンパス、2013 年 9 月. 

(153) 日本分析化学会第 62 年会 

田邉一郎, 尾崎幸洋：「減衰全反射遠紫外分光法による金属ナノ粒子担持酸化チタンの電子状態評価」 

近畿大学東大阪キャンパス、2013 年 9 月. 
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(154) 日本分析化学会第 62 年会 

田邉一郎, 領木貴之, 尾崎幸洋：「金属ナノ粒子の種類と担持量を変えた酸化チタン微粒子の電子状態

変化：減衰全反射遠紫外分光法による評価」 

近畿大学東大阪キャンパス、2013 年 9 月 

(155) 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会 

清水秀樹，久津間保徳，芦田晃嗣，大谷昇，金子忠昭：「4H-SiC(0001)Si 面におけるマクロステップバン

チング分解機構」 

同志社大学、2013 年 9 月. 

(156) 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会 

一山貴弘，岡昇吾，芦田晃嗣，久津間保徳，金子忠昭：「EB 描画法を用いた GaAs 周期メサ構造上への

直接酸化膜パターニングとナノ構造制御」 

同志社大学、2013 年 9 月. 

(157) 第 74 回応用物理学会秋季学術講演会 

梶野智規，久津間保徳，芦田晃嗣，大谷昇，金子忠昭：「走査型電子顕微鏡を用いた貫通刃状転位起因

の 4H-SiC(0001)表面ステップテラス構造の観察」 

同志社大学、2013 年 9 月. 

(158) 日本物理学会 2013 年秋季大会 

石井賢司, ジャリッジイニヤス, 吉田雅洋, 水木純一郎, 松本章代, 加藤晃彦, 高山知弘, 高木英典：

「Sr2IrO4 および Sr3Ir2O7 における磁気励起とその温度依存性」 

徳島県徳島市、2013 年 9 月. 

(159) 日本物理学会 2013 年秋季大会 

植松大介, 佐賀山基, 有馬孝尚, 石川洵, 中辻知, 吉田雅洋, 石井賢司, 水木純一郎：「配位子場の三

方晶歪みの影響を受けた Eu2Ir2O7 中の 5d 電子状態」 

徳島県徳島市、2013 年 9 月. 

(160) 日本物理学会 2013 年秋季大会 

大和田謙二、並河一道、松下三芳、水木純一郎：「リラクサー強誘電体 PZN-9%PT におけるヘテロ相ゆら

ぎ」 

徳島県徳島市、2013 年 9 月. 

(161) 日本物理学会 2013 年秋季大会 

清水大輔、大和田謙二、坂本潤哉、松下三芳、塚田真也、筒井智嗣、A. Q. R. Baron、水木純一郎：「PT

濃度傾斜付きリラクサー強誘電体 PMN− PT 試料における、X 線散乱法を用いたナノ領域とフォノンの相

互作用」 

徳島県徳島市、2013 年 9 月. 

(162) 応用物理学会中国四国支部、日本物理学会中国支部、四国支部、2013 年度支部学術講演会 

村岡祐治，平松千明，脇田高徳，横谷尚睦：「ホットフィラメント法で作製した高濃度ホウ素ドープダイヤモ

ンド超伝導膜におけるホウ素の化学状態」 

香川大学工学部林町キャンパス（香川）、2013 年 7 月. 

(163) 応用物理学会結晶工学分科会第 139 回研究例会 

大谷 昇（招待講演）：「パワーデバイス用 SiC 単結晶基板開発の現状と展望」 

京都テルサ、2013 年 6 月 

(164) 日本結晶成長学会ナノ構造・エピタキシャル成長分科会講演会 

大谷 昇（招待講演）：「昇華再結晶法による SiC バルク単結晶の製造」 

大阪大学銀杏会館、2013 年 6 月 

(165) 第 2 回 TPEC（Tsukuba Power Electronics Constellation）バリュー・戦略会議 

大谷 昇（招待講演）：「SiC 単結晶ウェーハの開発状況」 

東レ株式会社、2013 年 4 月 

(166) 日本金属学会 2013 年春期大会 

松村大樹、西畑保雄、松尾元彰、高木成幸、折茂慎一：「金属－水素結合直接観察による YMn2H6 への

元素置換効果の解明」 

東京理科大学（神楽坂キャンパス、東京）、2013 年 3 月. 

(167) 第 60 回応用物理学会春季学術講演会 

芦田晃嗣，久津間保徳，重政英史，玉井尚登，大谷昇，金子忠昭：「Si 圧力に依存した 4H-SiC{0001}上

グラフェン成長安定化機構」 

神奈川工科大学、2013 年 3 月. 

(168) 第 60 回応用物理学会春季学術講演会 
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重政英史，久津間保徳，大谷昇，金子忠昭，玉井尚登：「4H-SiC{0001}エピタキシャルグラフェンのフェムト

秒近赤外過渡吸収分光と温度依存性」 

神奈川工科大学、2013 年 3 月. 

(169) 第 60 回応用物理学会春季学術講演会 

飛川慶治郎，重政英史，久津間保徳，大谷昇，金子忠昭，玉井尚登：「金ナノ構造体-グラフェン系のフェ

ムト秒近赤外過渡吸収分光」 

神奈川工科大学、2013 年 3 月. 

(170) 兵庫県阪神北県民局平成 24 年度産学官連携セミナー 

大谷 昇（招待講演）：「SiC パワー半導体の現状と将来展望」 

関学会館（西宮）、2013 年 3 月 

(171) 日本物理学会第 68 回年次大会 

三好翼、Max Lönnfors、J. Peter Slotte, 加藤知：「蛍光分光法による DPPD/コレステロール混合膜系の

相挙動解析」 

広島大学、2013 年 3 月 

(172) 第５回九大グラフェン研究会「グラフェンナノ構造の形成と物性」 

金子忠昭：「超高温 Si 分圧可変環境を用いた熱分解 SiC グラフェン成長制御」 

九州大学大学院工学研究院、2013 年 1 月. 

 

2012 年 

(173) 砥粒加工学会特別シンポジウム 

大谷 昇（招待講演）：「パワーデバイス用 SiC 単結晶ウェハ」 

明治大学、2012 年 12 月 

(174) 日本学術振興会第 162 委員会第 82 回研究会 

大谷 昇（招待講演）：「パワーデバイス用 SiC 単結晶基板開発の現状と展望」 

橿原ロイヤルホテル、2012 年 12 月 

(175) 平成 24 年度社団法人日本分光学会年次講演会 

尾崎幸洋：「Tip Enhanced Raman Scattering Study on Surface and Interface」 

東京工業大学百年記念館、東京、2012 年 11 月 

(176) SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究会第 21 回講演会 

久津間保徳、萩原健太、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭：「Si 蒸気圧可変環境における連続的 SiC 表面形

成モデル：SiC-rich SiC エッチングから C-rich グラフェン成長まで」 

大阪市中央公会堂 、2012 年 11 月. 

(177) SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究会第 21 回講演会 

萩原健太、久津間保徳、芦田晃嗣、大谷昇、金子忠昭：「Si 蒸気圧エッチングを用いた 4°off 

4H-SiC(0001) Si 面マクロステップバンチング分解・抑制機構」 

大阪市中央公会堂 、2012 年 11 月. 

(178) ダイヤモンド・イノベーション・クラブ第 3 回研究会 

大谷 昇（招待講演）：「SiC 単結晶ウェーハ並びに SiC パワー半導体の開発動向」 

産業技術総合研究所関西センター、2012 年 11 月 

(179) SiC 及び関連ワイドギャップ半導体研究会第 21 回講演会 

鳥見聡、野上暁、牛尾昌史、金子忠昭：「浸炭 TaC 部材を用いた Si 蒸気圧エッチング法による新規アニ

ール技術の開発」 

大阪市中央公会堂 、2012 年 11 月. 

(180) 高圧討論会 

大和田謙二（招待講演）：「リラクサー強誘電体におけるコヒーレント X 線回折実験の現状」 

大阪大学、2012 年 11 月. 

(181) 平成 24 年度社団法人日本分光学会年次講演会 

南聡史、鈴木利明、久津間野保徳、芦田晃嗣、金子忠昭、尾崎幸洋：「4H-SiC{0001}上に作製したエピタ

キシャルグラフェンのチップ増強ラマン散乱」 

東京工業大学百年記念館、東京都、2012 年 11 月 

(182) 日本結晶学会 

中谷貴司、大路祐介、浅野孝司、孫暁麗、高橋功：「生分解性ポリマーPLLA/PDLA ブレンド薄膜におけ

る Stereocomplex 体の熱的挙動」 

東北大学、2012 年 10 月. 

(183) 日本物理学会 2012 年秋季大会 
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石賀敏彦、坪田幸士、砂川正典、上仲寛太、湯谷圭亮、室裕司、高畠敏郎、組頭広志、尾嶋正治、岡田

耕三、脇田高徳、村岡祐治、横谷尚睦：「高分解能光電子分光法による CeT2Al10(T = Fe, Ru, Os)の電子

状態 III」 

横浜国立大学常磐台キャンパス、神奈川、2012 年 9 月. 

(184) 日本分光学会 第 48 回夏期セミナー「量子化学計算によるスペクトル解析」 

尾崎幸洋（招待講演）：「スペクトル解析における量子化学計算の意義と今後の展望」 

幕張メッセ国際会議場、千葉県、2012 年 9 月 

(185) 日本物理学会 2012 年秋季大会 

園山純生、脇田高徳、吉田力矢、石賀敏彦、坪田幸士、平松千明、蛇渕泰平、砂川正典、藤本佑樹、西

窪義博、工藤一貴、野原実、室隆桂之、泉雄大、組頭広志、小野寛太、小口多美夫、村岡祐治、横谷尚

睦：「新規超伝導体 SrPt2As2 の電子状態」 

横浜国立大学常磐台キャンパス（神奈川）、2012 年 9 月. 

(186) 第 15 回 XAFS 討論会 

松村大樹、松尾元彰、李関喬、桧山奈央、千星聡、西畑保雄、折茂慎一：「錯体水素化物 YMn2H6 におけ

る金属－水素結合直接観測」 

白兎会館（鳥取）、2012 年 9 月. 

(187) 第 50 回日本生物物理学会年会 

H. Nakazawa, I. Hatta and S.Kato：「Breakthrough for Unresolved Structural Problems in Skin Function by 

Combined Use of X-ray and Electron diffraction Methods.」 

名古屋大学、2012 年 9 月. 

(188) 第 50 回日本生物物理学会年会 

H, Yoshida, S. Azechi, H. Nakazawa Y. Shigeta and S. Kato：「Effect of sodium lauryl sulfate on the human 

stratum corneum structures」 

名古屋大学、2012 年 9 月. 

(189) 日本物理学会 2012 年秋季大会 

竹本淳平、岡賀悠太、孫暁麗、高橋功：「X 線回折法による導電性高分子 P3HT および POF 薄膜界面に

おける構造変化の観察」 

横浜国立大学常磐台キャンパス（神奈川）、2012 年 9 月. 

(190) 日本物理学会 2012 年秋季大会 

鬼塚怜奈、鳥本直隆、石本紘平、楊春明、高橋功：「単分散ポリスチレン超薄膜のガラス転移緩和特性に

対する基板効果」 

横浜国立大学常磐台キャンパス（神奈川）、2012 年 9 月. 

(191) 2012 年秋季 第 73 回応用物理学会学術講演会 

岡崎宏之、村岡祐治、横谷尚睦：「高濃度ドープダイヤモンドのバンド構造とドーパント化学サイト」 

愛媛大学城北地区・松山大学文京キャンパス(愛媛)、2012 年 9 月. 

(192) 日本物理学会領域 10「格子欠陥・ナノ構造分科」第 22 回格子欠陥フォーラム・励起ナノプロセス研究会・

理研シンポジウム合同シンポジウム 

大谷 昇（招待講演）：「電力デバイス用 SiＣ単結晶中の拡張欠陥」 

マホロバ・マインズ三浦、2012 年 9 月 

(193) 日本物理学会 2012 年秋季大会 

脇本秀一, 石井賢司, 木村宏之, 池内和彦, 吉田雅洋, 足立匡, 小池洋二, 藤田全基, 山田和芳, 水木

純一郎：「Cu-K 吸収端共鳴 X 線非弾性散乱による La2-x(Sr, Ba)xCuO4 の電荷励起の研究」 

横浜国立大学常磐台キャンパス（神奈川）、2012 年 9 月. 

(194) 日本物理学会 2012 年秋季大会 

清水 大輔、大和田 謙二、松下 三芳、水木 純一郎：「濃度傾斜リラクサー強誘電体試料

(1-x)Pb(Mg(1/3) Nb(2/3))O3-xPbTiO3 を用いた放射光 X 線によるドメイン階層構造の研究」  

横浜国立大学常磐台キャンパス（神奈川）、2012 年 9 月. 

(195) 第 6 回分子科学討論会 

泰永愛佳、森澤勇介、佐藤春実、江原正博、池羽田晶文、東昇、尾崎幸洋：「減衰全反射遠紫外分光法

によるナイロン極表面の電子状態の研究」 

東京大学本郷キャンパス、東京都、2012 年 9 月 

(196) 第 61 回高分子討論会 

宮田真衣、佐藤春実、山本茂樹、尾崎幸洋：「振動分光法・X 線回析法・量子化学計算によるポリグリコー

ル酸の結晶構造と熱挙動の研究」 

名古屋工業大学、名古屋市、2012 年 9 月 
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(197) KEK 物構研サマーチャレンジ 

水木純一郎（招待講師）：「Ｘ線・中性子線散乱による構造物性研究」 

KEK, つくば、2012 年 8 月. 

(198) 基礎研究会「鉄系高温超伝導の物理」 

坪田幸士、脇田高徳、長尾浩樹、平松千明、檀浦匡隆、工藤一貴、野原実、平井正明、村岡祐治、横谷

尚 睦 ： 「 Angle-resolved photoemission spectroscopy study of collapsed tetragonal phase in 

Ca(Fe1-xRhx)2As2」 

湯川秀樹記念館パナソニック国際交流ホール（京都）、2012 年 6 月. 

(199) 第 12 回日本蛋白質化学会年会、蛋白質科学会アーカイブワークショップ「蛋白質の熱力学的手法および

分光学的手法による測定・解析プロトコル」 

尾崎幸洋（招待講演）：「振動分光学を用いた蛋白質研究の新展開」 

名古屋国際会議場、名古屋市、2012 年 6 月 

(200) 第 72 回分析化学討論会 

尾崎幸洋（招待講演）：「チップ増強ラマン散乱法によるナノ分光分析」 

鹿児島大学群元キャンパス、鹿児島市、2012 年 5 月 

(201) 第 72 回分析化学討論会 

谷村恵里香、森澤勇介、立花慎、佐藤春実、苅山直美、東昇、尾崎幸洋：「減衰全反射遠紫外分光法を

用いたポリエチレンのスペクトルと表面構造の研究」 

鹿児島大学・群元キャンパス、鹿児島市、2012 年 5 月 

(202) 第 61 回高分子学会年次大会 

佐藤春実、Longhai Guo、Nicolas Spegazzini、橋本竹治、増永啓康、佐々木園、高田昌樹、尾崎幸洋：「時

間分解小角・広角 X 線散乱測定によるポリヒドロキシブタン酸の結晶化過程の研究」 

パシフィコ横浜、横浜、2012 年 5 月 

(203) 第 61 回高分子学会年次大会 

佐藤春実、下村佳子、尾崎幸洋：「赤外分光法を用いた P(MMA-co-MA)における水素結合とその熱挙動

の研究」 

パシフィコ横浜、横浜、2012 年 5 月 

(204) 第 61 回高分子学会年次大会 

宮田真衣、佐藤春実、尾崎幸洋：「赤外分光法と X 線回折法によるポリグリコール酸の結晶構造と熱挙動

の研究」 

パシフィコ横浜、横浜、2012 年 5 月 

(205) パワーエレクトロニクス学会第 192 回定例研究会 

大谷 昇（招待講演）：「SiC 半導体の現状と将来展望」 

常翔学園大阪センター、2012 年 4 月 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
I. 学内シンポジウム・研究会 

(1) 2014 年 1 月 25 日 9：00－18：00 に関西学院大学神戸三田キャンパスにおいて、プロジェクトの研究成

果報告を兼ねた研究会を開催した。この研究会では、外部プロジェクトメンバーによる講演と、若手人材育

成を考慮して学内大学院生による講演を中心に行った。 

(2) 2014 年 7 月 30 日―31 日の 2 日間、関西学院大学西宮上ケ原キャンパスにおいて、「関西学院大学理

工学部のグリーン・イノベーションへの新たなる挑戦」と題した学内シンポジウムを開催した。学内シンポジ

ウムではあるが、関学外部（海外からの 1 名を含め）12 名の講演者を招き物質科学からのグリーンイノベ

ーション創出に関して活発な議論を行った。 

(3) 2015 年 8 月 11 日 13：30－17：10 に関西学院大学三田キャンパスにおいて、「次世代パワーデバイス

の現状と課題」と題した研究会を開催した。外部講師として葛原正明氏（福井大学工学研究科教授）、渡

部平司氏（大阪大学工学研究科教授）を招き、講演とともに討論をおこなった。 

(4) 2016 年 8 月 29 日-30 日、本学において「Spring-8 シンポジウム 2016 放射光が解く環境・エネルギー

問題」を開催した。これは、SPring-8 のユーザー協同体(SPRUC), 理研、高輝度光科学センター（JASRI）

が施設や計測技術の先端性や利用システムの利便性の向上に寄与すると共に、科学技術の進歩、新学

術、新産業の創成、更には、人材育成や社会の発展に寄与することを目指して毎年開催しているシンポジ
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ウムであるが、2016 年度は、上記団体に本学が主催者として加わり、日本全国から 330 名以上の

SPring-8 ユーザーが集まり環境・エネルギー問題を中心に討論した。 

 

 

II. プロジェクト報告会 

(1) 2012 年 11 月 9 日 13：00－18：00 に、関西学院大学神戸三田キャンパスにおいて、SiC, グラフェンに

関する研究成果・経過報告について、プロジェクトに関わる研究者全員が集まり、本テーマを遂行している

研究者が発表した。 

(2) 2013 年 3 月 2 日 9：00－18：00 に関西学院大学大阪梅田キャンパスにおいて、プロジェクト関係者全員

と、各研究室に所属する大学院生が参加し、1 年間の研究成果報告を行った。 

(3) 2014 年 1 月 25 日 9：00－18：00（I.学内シンポジウム・研究会に記載） 

(4) 2015年3月26日13：00－21：00に関西学院大学三田キャンパスにおいて、プロジェクト関係者全員と、

研究室に所属する大学院生、卒研生が参加し、1 年間の研究成果報告を行った。 

(5) 2017 年 1 月 27 日 13：00－18：10 に最終成果報告会、及び外部評価を行った。参加者は、プロジェクト

関係者全員と、研究室に所属する大学院生、卒研生、および理工学部に在職する教員、大学院生、学部

学生であった。 

 

III. プロジェクト講演会 

(1) 2012 年 6 月 16 日 10：00－12：00 に、青木勝敏氏（東北大金属材料研究所特別研究員）による「高

圧研究のすすめ」の講演。 
(2) 2012 年 6 月 21 日 13:30－15：30 に Dr. Isao Noda（Research Fellow, Materials Science & 

Technology, The Procter & Gamble Company ） に よ る “ Two-dimensional correlation 
spectroscopy - past, present, and future.”の講演。 

(3) 2012 年 7 月 23 日 14：00－16：00 に、横谷尚睦氏（岡山大学大学院教授）による「光電子分光による

機能性物質の電子状態研究」の講演。 
(4) 2012 年 10 月 21 日 13：30－15：00 に田中裕久氏（ダイハツ（株）エグゼクティブ・エキスパート）によ

る「賢者の石を求めて～自動車触媒・燃料電池と地球の資源～」の講演。 
(5) 2012 年 11 月 30 日 13：30－15：30 に若林克法氏（物質材料機構独立研究員）による「グラフェンの

電子物性（基礎から最近の話題まで）」の講演。 
(6) 2012 年 12 月 14 日 13：00－15：00 に鹿田真一氏（産総研グループ長）による「パワーデバイスを目

指したダイヤモンドウェハとデバイス研究状況」の講演。 
(7) 2013 年 5 月 3 日 15：00－16：30 に小倉鉄平氏（九州大学水素エネルギー国際研究センター准教授）

による「第一原理解析を基盤とした SOFC 三相界面反応シミュレータの開発」の講演。 
(8) 2013 年 12 月 2 日 13：30－15：30 に松村大樹氏（原子力研究開発機構放射光センタ―副主任研究

員）による「DXAFS による触媒研究の現状と将来」の講演。 
(9) 2014 年 7 月 9 日 13：30－15：00 に尾嶋正治氏（東京大学特任教授）による「高輝度放射光が拓く驚

異のナノ世界―グリーンナノデバイスの面白さー」の講演。 
(10) 2015 年 9 月 1 日 14：00－15：30 に Plamen Atanassov (Professor, Univ. of New Mexco)による

「Non-Platinum Catalysts for Oxygen Reduction Reaction: Materials Derived by Sacrificial 
Support Method」の講演。 

(11) 2016 年 4 月 27 日 15：30－17：00 に和達大樹氏（東京大学物性研究所准教授）による「Ｘ線測定によ

る遷移金属化合物の超高速ダイナミクス」の講演。 
(12) 2016年9月2日14：00－15：30にKosmas Prassides (東北大学原子分子材料科学高等研究機構・

教授)による「Molecular superconductivity: a personal voyage into the unexpected」の講演。 

(13) 2016 年 10 月 12 日 15：10－16：40 に北村晏⼀氏（元ダイハツ工業（株））による「電気自動車につい

て大切な事実ぼ直観、現実の甘受」の講演。 
 

＜これから実施する予定のもの＞ 
該当なし。 
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１４ その他の研究成果等 
■企業との連携実績 

本プロジェクトと関係して以下 5 件の企業との連携実績がある。 

(1) 平成 24 年 4 月～平成 26 年 3 月 

・受託先：東洋炭素株式会社 

・課題名：超高温ナノテクを用いた半導体関連素材の開発 

・研究代表者：金子忠昭 

・研究総額：31,500,000 円 

 

(2) 平成 25 年 1 月～平成 27 年 3 月 

・プログラム名：（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)／戦略的省エネルギー技術革新プログラム

・課題名：CMP-free 超高温安定化 EPI-ready SiC ナノ表面制御プロセスの開発 

・委託先または助成先：東洋炭素（株） 

・再委託先又は共同実施：関西学院大学 

・研究総額：460,000,000 円 

 

(3) 平成 25 年 12 月～平成 28 年 3 月 

・プログラム名：科学技術振興機構(JST)／研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）／ 

産学共同促進ステージ シーズ育成タイプ 

・課題名：超高真空、低温チップ増強ラマン分光イメージング装置の開発 

・研究責任者：尾崎幸洋 

・企業責任者：(株)ユニソク 

・参加者：金子忠昭 

・研究費総額：121,000,000 円 

 

(4) 平成 25 年～平成 26 年 

・受託先：第一三共株式会社 

・課題名：PAT におけるスペクトル解析 

・研究代表者：尾崎幸洋 

・研究総額：2,000,000 円 

 

(5) 平成 25 年～平成 26 年 

・受託先：住友電気工業株式会社 

・課題名：近赤外計測による錠剤判別の可能性検討 

・研究代表者：尾崎幸洋 

・研究総額：2,000,000 円 

 
(6) 平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月 

・プログラム名：二国間交流事業共同研究 

・課題名：ナノスケールラマン分光法によるナノ構造の研究 

・研究責任者：尾崎幸洋 

・研究総額：3,120,000 

 

(7) 平成 26 年 9 月～平成 29 年 3 月 

・プログラム名：JST 研究成果最適展開支援プログラムシーズ育成タイプ 

・課題名：テラヘルツイメージング分光による高分子材料の劣化の可視化と深さ方向分析 

・研究責任者：尾崎幸洋 

・研究費総額：16,990,000 

 

(8) 平成 28 年 4 月～平成 31 年 3 月（予定） 



（様式 2） 
 

法人番号 ２８１００４ 
プロジェクト番号 Ｓ１２０１０２７ 

 
・委託者：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

・課題名：健康の維持増進に有用な機能性成分高含有野菜の栽培実証と機能性表示食品の開発 

・研究責任者：尾崎幸洋 

・研究総額：13,574,000（予定） 

 

■その他外部資金獲得状況 

科学研究費補助金（研究代表者のみ） 

水木純一郎 

(1) 研究項目：基盤 A 

・研究期間：H. 22 年～H. 24 年 

・研究課題名：共鳴非弾性Ｘ線散乱による電荷の時間空間相関の研究－強相関電子系を中心にして－ 

・研究費合計：35,750,000 円 

(1) 研究項目：基盤 C 

 ・研究期間：H. 26 年～H. 28 年 

 ・研究課題名：異常な電子-格子相互作用のモデルフリー観測の試み 

 ・研究費合計：4,810,000 円 
 

尾崎幸洋 

(1) 研究項目：基盤 B 

・研究期間：H. 23 年～H. 25 年 

・研究課題名：極表面分析用全反射減衰遠紫外分光分析装置の開発と高分子極表面分析への応用  

・研究費合計：19,760,000 円 

・H24：2,600,000 円、 ・H25：1,900,000 円 

(2) 研究項目：基盤 A 

 ・研究期間：H. 27 年～H. 29 

 ・研究課題名：多角入射 ATR 紫外分光法によるグラフェンナノコンポジットの表面電子状態の研究 

 ・研究費合計：33,700,000 

(2) 研究項目：挑戦的萌芽研究 

 ・研究期間：H. 28～H. 29 

 ・研究題目：遠紫外分光法を用いる選択的超高感度プラズモンセンサーの開発 

 ・研究費合計：2,900,000 

 

高橋 功 
(1) 研究項目：基盤 C 

・研究期間：H. 24 年～H. 26 年 

・研究課題名：生分解性高分子表界面に顕れる複雑系固有の物性の探索と制御法の開発 

・研究費合計：5,590,000 円 

 

横谷尚睦 

(1) 研究項目：新学術領域研究 計画班代表 

・研究期間：H. 20 年～H. 24 年 

・研究課題名：先端電子分光による f 電子系化合物の高精度バルクフェルミオロジー 

・研究費合計：73,270,000 円 

・H24：3,500,000 円 

(2) 研究項目：基盤 B 

・研究期間：H. 24 年～H. 26 年 
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・研究課題名：正逆光電子分光による芳香族炭化水素超伝導体の電子構造研究 

・研究費合計：11,500,000 円 

(3) 研究項目：基盤 B 
・研究期間：H. 27 年～H. 29 年 

 ・研究課題名：複数モード光電子分光による新規 BiS2 系層状超伝導体の電子構造の研究 

 ・研究費総額（予定）：11,800,000 

 

大和田謙二 

(1) 研究項目：基盤 C 

 ・研究期間：H. 26 年～H. 28 年 

 ・研究題目：界面密度を制御した機能する強誘電体界面の研究 
・研究費合計：4,810,000 円 

 ・H26 研究費：2,470,000 円 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
「個別の研究テーマの関連性を明確にされたい」とのコメントがあった。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
本プロジェクトは、SPring-8 の多種多様な先端計測技術を共通基盤にして拠点形成し、それらの複合的総合利用

により環境・エネルギーに関する課題に対して解決を与える新規物質創製を目的としている。このためそれぞれの

研究者が研究対象としている個々の物質の関連性は薄いように見えるかもしれないが、全て環境・エネルギー関連

物質であり向かうベクトルは同じ方向である。しかし、個々の研究者間の意思の疎通を図ることによって研究を加速

し、SPring-8 を利用したグリーンイノベーションの拠点形成を確実なものとするために以下のことを行っている。 

 

＜対応策①＞：研究者間の意思の疎通を図るための講演会、研究報告会を開催。 

＜成  果①＞：研究者間、お互いの専門性の理解と共有化、テーマの共有化が進み、これまでになかっ

た共同研究が開始された。具体的には、 

(1) グラフェン成長のその場観察に関する研究は、金子、大谷、水木の 3 研究室の共同研究で開始した。

(2) 生分解性高分子のＸ線による構造研究、結合に関わる電子状態に関する研究は高橋、尾崎の共同研

究により進められている。 

(3) 膜厚制御されたグラフェンの電子状態はこれまで観測されたことがなく、金子研究室で作製されたグラ

フェンの電子状態に関する研究が学外研究者である横谷研究室よって開始された。 

(4) ソフトマターとハードマターの複合系物質に関する研究が今年度から開始され、SiC 上の導電性高分

子の構造と物性測定が開始された。これは、大谷、金子、高橋の 3 研究室の共同研究である。 

 

これらの共同研究は、講演会、研究報告会開催だけでなく、本プロジェクトがきっかけとなり関係研究室間

の日常的、非定期的な討論が始まり、テーマの共有化による課題発掘が行われたために開始された。 

 

＜対応策②＞：研究者が共通に利用する装置「Ｘ線小角散乱装置・Nano Viewer」を導入。 

＜成  果②＞：「Ｘ線小角散乱装置・NanoViewer」を中心とした協働作業が開始され、利用法に関した議

論がなされるようになった。また、この装置導入によって関学が SPring-8 に共同所有しているソフトマター

研究のためのビームライン利用の効率化が実現し、これまでは、マシンタイム不足によって比較的簡単な

個別テーマを実行していたが、ビームタイム有効利用によるプロジェクトのソフト・ハード複合系物質の構

造とその新規物性発掘などの独創性研究についての議論することができるようになった。  

 

＜対応策③＞：グラフェン成長の放射光Ｘ線を利用したその場観察を本プロジェクトの具体的テーマの1つに設定。

＜成  果③＞：放射光表面Ｘ線回折・散乱法の開発による電池電極表面・界面構造研究と高品質・高面積グラ

フェン成長という、それぞれ独立の研究テーマであったものをドッキングさせることにより、複数の研究室が共通

テーマで研究を遂行する環境、例えば毎週のセミナー、報告会、非定期的討論会を持つようになった。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
（１） 各研究がどのようにグリーンイノベーションに貢献するのか不明である。 

（２） 学内、学外の評価委員会も年度末に実施するというもので、組織的な研究を丁寧に実施しているという

感が見受けられない。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
（１） 本プロジェクトで掲げたテーマは、エネルギーを運ぶ（超伝導）、エネルギーを蓄える（誘電体）、省エネルギー

（SiC）、環境（ソフトマター）という、グリーンイノベーションに直接つながる物質・材料を基礎から研究するものであ

る。そのため、出口であるイノベーションに繋げるには時間を要するかもしれないが、常に出口を忘れず、成果を

広く社会に発表することで産業界との共同研究を探るようにする。この結果、SiC に関して、新たに産業界との共同

研究が開始され、イノベーションに向けて着実に進みだしている。 

（2）各年度の終わりに、年間の研究成果報告をしているだけでなく、非定期的なセミナーや打

ち合わせを開催することによって組織間の情報交換を密に行った。 
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１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

0

神戸三田キャンパス
Ⅶ号館

H27

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

補助主体

補助主体

37室（うち専有
研究室3室） 46 1,649,613 0

14室 37 682,500

廃棄物処理料、実験補助、その他
修理代、会場費、参加費、その他

7,087

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成

私学助成

備品

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学術雑誌及び学術図書

私学助成
私学助成

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（兼務職員）

0

6,227教育研究用機器備品

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

860

計

6,227

計

860

7,087

研究図書

26,669

修繕代 2,998

26,669

3,998
手数料

2,998
1,086

通信費 56

学会出張代
1,086

6
3,998

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験器具、試薬代、その他
電気・ガス、上水・下水、その他

支　出　額

試薬・器具
光熱水費

金　　額

5,802
12,723

H25
19,122

DHS900 1 1200

16,579 11,052DPV20 1 1000

37,800

グラフェン成長初期過程解析設備

（研究設備）

1800フィールドエミッション型走査電子顕微鏡 H22 SUPRA400 1

試料水平型Ｘ線回折装置 H19 25,200
39,900

S1201027

1800

補助金額

45,4031200
H24 NANO-Viewer

1
1

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

22,701

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

61,998 30,999

神戸三田キャンパス
Ⅳ号館

H13 18,289.44㎡
50室（うち専有
研究室1室）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

H21クライオ電子顕微鏡観察システム JEM-1400

事業経費

134 2,514,641 0

1,699.94㎡
11室（うち専有
研究室2室）

事業経費

プロジェクト番号

（情報処理関係設備）

図　　　　書

その他経費

5,802

光　熱　水　費

教育研究経費支出

印刷製本費

人件費支出

小  科  目

神戸三田キャンパス
Ⅳ号館別館

H10

（研究装置）

ナノスケール構造評価装置

2,936㎡

127,825.05

神戸三田キャンパス
Ⅴ号館

H21

主　な　使　途

12,723

印刷費
56

報酬・委託料

6

施　設　の　名　称

消　耗　品　費

24

計

通信運搬費

年　　　度

旅費交通費

研究施設面積

0

研究室等数 使用者数

論文別刷代、雑誌製本費、その他
ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

30 348,702



（様式2）

281004法人番号

（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

計 13,602 13,602 学内４人（うち外国人１人）、学外3人

ポスト・ドクター 9,452 9,452 学外3人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 4,150 4,150 学内４人（うち外国人１人）

図　　　　書 1,159 研究図書 1,159 学術雑誌及び学術図書

計 11,531 11,531

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 10,372 備品 10,372

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 38,106 38,106

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 4,701 手数料 4,701 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 4,109 修繕代 4,109 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 39 印刷費 39 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 6,125 学会出張代 6,125 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 16,411 光熱水費 16,411 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 45 通信費 45 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,676 試薬・器具 6,676 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 13,798 13,798 学内２人、学外４人（うち外国１人）　

年　　　度 26

ポスト・ドクター 11,398 11,398 学外４人（うち外国１人）　
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内２人

図　　　　書 966 研究図書 966 学術雑誌及び学術図書

計 5,361 5,361

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,395 備品 4,395

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 39,559 39,559

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 999 手数料 999 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 4,639 修繕代 4,639 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 4 印刷費 4 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 4,169 学会出張代 4,169 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 16,155 光熱水費 16,155 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 57 通信費 57 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,536 試薬・器具 13,536 実験器具、試薬代、その他

計

研究支援推進経費

7,204

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25

0

7,204

学内２人

学内２人、学外２人（うち外国1人）

2,200
5,004 学外２人（うち外国１人）

プロジェクト番号

0
ポスト・ドクター 5,004

2,200

S1201027

リサーチ・アシスタント



（様式2）

281004法人番号

（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

計 13,118 13,118
学内8人（うち外国人１人）、学外2人（うち外国人2
人）

ポスト・ドクター 4,448 4,448 学外2人（うち外国人2人）
研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 8,670 8,670 学内8人（うち外国人１人）

図　　　　書 1,080 研究図書 1,080 学術雑誌及び学術図書

計 2,640 2,640

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,560 備品 1,560

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 34,403 34,403

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,324 手数料 1,324 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 7,311 修繕代 7,311 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 10 印刷費 10 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 3,439 学会出張代 3,439 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 13,086 光熱水費 13,086 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 72 通信費 72 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,161 試薬・器具 9,161 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 13,788 13,788 学内４人、学外3人

年　　　度 28

ポスト・ドクター 10,008 10,008 学外3人
研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,780 3,780 学内４人

図　　　　書 986 研究図書 986 学術雑誌及び学術図書

計 7,025 7,025

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,039 備品 6,039

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 31,957 31,957

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,013 手数料 2,013 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 4,952 修繕代 4,952 修理代、会場費、参加費、その他

印刷製本費 39 印刷費 39 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 5,550 学会出張代 5,550 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

光　熱　水　費 12,872 光熱水費 12,872 電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 63 通信費 63 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,468 試薬・器具 6,468 実験器具、試薬代、その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27

プロジェクト番号 S1201027
































